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はじめに

このガイドでは、Oracle の StorageTek Linear Tape File System, Library Edition (LTFS-LE) ソフトウェアを構成および管理する方法について説明します。


対象読者

このドキュメントは、LTFS-LE 管理者を対象としています。





ドキュメントのアクセシビリティについて

オラクルのアクセシビリティについての詳細情報は、Oracle Accessibility Program の Web サイト (http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=docacc) を参照してください。


Oracle Support へのアクセス

サポートをご契約のお客様には、My Oracle Support を通して電子支援サービスを提供しています。詳細情報は (http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=info) か、聴覚に障害のあるお客様は (http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=trs) を参照してください。





関連文献

Oracle StorageTek LTFS-LE および関連製品のマニュアルにアクセスするには、次の Oracle Technical Network にアクセスしてください

http://docs.oracle.com





表記規則

このドキュメントでは、次のテキスト表記規則を使用しています。


	表記規則
	意味

	boldface	太字は、アクションに関連付けられたグラフィカルユーザーインタフェースの要素、またはテキストや用語集で定義される用語を示します。

	italic	斜体は、マニュアルタイトル、強調、または特定の値を指定するプレースホルダ変数を示します。

	monospace	モノスペースは、段落内のコマンド、URL、例のコード、画面に表示されるテキスト、またはユーザーが入力するテキストを示します。












1 概要

この章では、Oracle の StorageTek LTFS-LE ソフトウェアについて紹介し、典型的な LTFS-LE 構成に含まれるコンポーネントについて説明します。

次のトピックがあります。

	
LTFS-LE の概要


	
LTFS-LE の利点


	
LTFS-LE システムコンポーネント






LTFS-LE の概要

Oracle の StorageTek Linear Tape File System、Library Edition (LTFS-LE) ソフトウェアは、Oracle StorageTek テープライブラリに格納されるデータのファイルシステムインタフェースを提供します。クライアントシステムは、ディスクストレージや 1 つの大規模ディスクまたはフラッシュドライブであるかのように、テープライブラリの内容にアクセスできます。

LTFS-LE は、専用の Linux サーバー上に存在し、LTFS-LE システムのパフォーマンスをモニターしたり各種の管理タスクを実行したりするために使用できるブラウザベースのユーザーインタフェースを備えています。

LTFS-LE は、Oracle のオープンソース Linear Tape File System, Open Edition (LTFS-OE) ソフトウェア上に構築され、ライブラリレベルでのファイルアクセスを実現します。

また、LTFS-LE には、LTFS-LE をユーザーアプリケーションまたはソフトウェアコンポーネントと統合できるようにする Web サービス API が組み込まれています。詳細は、『LTFS-LE Web サービスアプリケーションプログラミングインタフェースプログラマーズガイド』を参照してください。






LTFS-LE の利点

LTFS-LE には、ファイルアクセスや可搬性における利点があります。


ファイルアクセス

LTFS-LE では、テープに格納されたデータに対する直接ファイルシステムアクセスを提供しているため、ディスクキャッシュまたはサードパーティーのバックアップまたはアーカイブアプリケーションは必要ありません。LTFS-LE により、アプリケーションでは Samba (CIFS) などの標準のファイルシステムネットワーキングプロトコル経由でアクセス可能な POSIX 対応インタフェースを使用して、ファイルをテープに直接読み書きできます。

LTFS-LE では、グローバル名前空間を構築して、すべてのファイルをカタログ化し、個々のファイルからライブラリ内のテープボリュームへのマッピングおよび個々のボリュームおよびドライブの場所のステータスを維持します。このグローバル名前空間は、カートリッジがマウントされていない場合でもアクセスできます。





ファイルの可搬性

LTFS-LE では、自己記述型フォーマットでテープにファイルを書き込めるオープンソース LTFS 2.2 フォーマットを利用しているため、ボリュームの内容を判断するために特定のアプリケーションは必要ありません。

自己記述型 LTFS フォーマットのテープボリュームは、2 つのパーティションで構成されます。

	
メタデータ用パーティション

テープの先頭にあるこの小さいパーティションは、テープカートリッジに格納されるユーザーデータに関する説明情報を保持します。メタデータは、すべてのファイルを階層ディレクトリ構造で整理し、実際の格納データを検索およびアクセスできるようにします。


	
データ用パーティション

この大きなパーティションは、テープカートリッジに格納される実際のデータを保持します。




ボリュームがテープドライブにロードされると、完全なファイルフォルダイメージが表示されます。ファイル構造は、メタデータ用パーティションから取得され、未加工のファイルの内容はデータ用パーティションから取得されます。








LTFS-LE システムコンポーネント

典型的な LTFS-LE 構成の主なコンポーネントを次の図に示します。


図1-1 LTFS-LE システムコンポーネント

[image: 図1-1 の説明が続きます]






図1-1 に示すように、典型的な LTFS-LE 構成には、次の層にグループ化できるいくつかのコンポーネントが含まれています。

	
ストレージ層


	
アプリケーション層


	
クライアント層




具体的な LTFS-LE ソフトウェアおよびハードウェア要件については、『Linear Tape File System、Library Edition 計画およびインストールガイド』を参照してください。


ストレージ層

ストレージ層は、次のコンポーネントで構成されます。

	
ライブラリ

LTFS-LE では、次のライブラリがサポートされます。

	
Oracle StorageTek SL150

ACSLS ではパーティション化された SL150 はサポートされません。ACSLS は SL150 のパーティション化を妨げませんが、パーティション化を行なって ACSLS に対してパーティションを構成しようとした場合、エラーが発生することがあります。詳細は、StorageTek Automated Cartridge System Library Software の管理者ガイドで SL150 の ACSLS サポートについて参照してください。

SL150 を使用する場合は、SL150 構成の設定で「Library Volume Label Format」リストコントロール設定が「Trim last 2 characters」(デフォルト) に設定されていることを確認します。

詳細は、『StorageTek SL150 Module Tape Library ユーザーズガイド』を参照してください。


	
Oracle StorageTek SL3000


	
Oracle StorageTek SL8500





	
テープドライブ (および関連メディア)

LTFS-LE では、LTO 5、LTO6、LTO 7、T10000C、および T10000D テープドライブがサポートされます。ただし、LTFS-LE では、LTFS-LE パーティション (または、これがパーティション化されていない場合はライブラリ) 内で T10000C および T10000D テープドライブを混在させることはできません。

サポートされているテープドライブの詳細は、『Linear Tape File System, Library Edition 計画およびインストールガイド』を参照してください。

LTFS-LE では、次のテープドライブをサポートしています。

	
Oracle StorageTek T10000C または T10000D

LTFS-LE は、LTFS-LE パーティション (またはこれがパーティション化されていない場合はライブラリ) 内の T10000C および T10000D テープドライブの混在をサポートしません。


	
HP-LTO 5


	
HP-LTO 6


	
HP-LTO 7


	
IBM-LTO 5


	
IBM-LTO 6


	
IBM-LTO 7





	
ファイバ SAN スイッチ

ストレージエリアネットワーク (SAN) スイッチは、複数のテープドライブを LTFS-LE サーバーに接続します。


	
ACSLS サーバー

Oracle の自動カートリッジサブシステムライブラリソフトウェア (ACSLS) は、SL3000 または SL8500 テープライブラリを管理します。ACSLS は、専用の Solaris SPARC または Solaris x86 サーバープラットフォームで実行されます。

LTFS-LE は ACSLS と通信して、ライブラリの内容に関する情報を取得し、テープのマウント、マウント解除、エンター、イジェクトなどのライブラリ操作を実行するように ACSLS に指示します。

LTFS-LE には、ACSLS の制限バージョンが含まれています。




	
注記:

オプションで、LTFS-LE サーバー上に最新パッチが適用された ACSLS 8.4 を共同ホストできます。これは、SL150 ライブラリでのみサポートされます。詳細は、LTFS-LE サーバー上での ACSLS の共同ホストを参照してください。














アプリケーション層

アプリケーション層は、Oracle Linux Server Edition Release 6 Update 5 Media Pack for x86_64-bit を実行する専用サーバー上に存在する LTFS-LE ソフトウェアで構成されます。

このサーバーには、ベースの LTFS-LE ソフトウェア、グローバル名前空間、ブラウザベースのユーザーインタフェース (BUI)、データベース、および追加のサポートソフトウェアが含まれます。




	
注記:

オプションで、LTFS-LE サーバー上に最新パッチが適用された ACSLS 8.4 を共同ホストできます。これは、SL150 ライブラリでのみサポートされます。詳細は、LTFS-LE サーバー上での ACSLS の共同ホストを参照してください。











クライアント層

クライアント層は、Samba (CIFS) などの標準のファイルシステムネットワーキングプロトコル経由でアクセス可能な POSIX 対応インタフェースを使用して、LTFS-LS サーバーに接続した、1 つ以上の Microsoft Windows または Oracle Linux ベースのクライアントシステムで構成されます。

これらのクライアントは、ディスク上のフォルダであるかのように LTFS-LE ライブラリに含まれるボリュームにアクセスできます。これには、クライアント接続ソフトウェアを LTFS-LE サーバーとクライアントシステムの両方で構成する必要があります。

LTFS-LE で使用するようにクライアントを構成する方法の詳細は、第9章 LTFS-LE クライアントの構成を参照してください。








LTFS-LE サーバー上での ACSLS の共同ホスト

オプションで、LTFS-LE サーバー上に最新パッチが適用された ACSLS 8.4 をインストール (共同ホスト) して、LTFS-LE 構成内での専用の ACSLS サーバーの必要性をなくすことができます。




	
注記:

共同ホスト環境では、SL150 のみがテストされています。







次の図は、ACSLS を共同ホストする LTFS-LE 構成の主なコンポーネントを示しています。


図1-2 LTFS-LE 共同ホスト構成

[image: 図1-2 については、周囲のテキストで説明しています。]



このオプションを選択する場合、この環境をインストールして構成する方法に関する重要な情報について、『Linear Tape File System、Library Edition 計画およびインストールガイド』を参照してください。








2 はじめに

この章では、LTFS-LE を使い始めるために必要な初期タスクについて説明します。また、LTFS-LE ブラウザベースのユーザーインタフェース (BUI) について紹介します。

次のトピックがあります。

	
ライブラリの構成および設定の検証


	
LTFS-LE BUI へのアクセス


	
LTFS-LE BUI を使用した LTFS-LE アプリケーションでのライブラリ作成





ソフトウェアインストールの検証

次のソフトウェアをインストールしてあることを確認します。

	
LTFS-LE 1.0 ソフトウェア


	
LTFS Open Edition (LTFS-OE) ソフトウェア




詳細については、『StorageTek Linear Tape File System、Library Edition 計画およびインストールガイド』を参照してください。

LTFS-OE がインストールされていることを検証するには、LTFS-LE サーバーから ltfs -V コマンドを発行します。詳細は、Oracle Enterprise Linux (OEL) のバージョンの表示を参照してください。






ライブラリの構成および設定の検証

LTFS-LE では、専用のライブラリまたはゾーンライブラリパーティションのいずれかの単一 ACS/ライブラリがサポートされます。SL150、SL3000、または SL8500 テープライブラリが適切なドライブおよびメディアで構成されていることを確認します。SLConsole を使用して、ライブラリパーティションにドライブベイ、ストレージセル、および HLI ライブラリ CAP があることを確認します。

さらに、次の設定を定義します。

	
ACSLS コマンド config_acsss のオプション 3 を使用して、次のパラメータを構成します。

	
ABSENT または EJECTED として識別されるボリュームをデータベースに保持する日数はゼロ (0) に設定してください。


	
デフォルト (TRUE) を選択して、コマンドおよびユーティリティーで英数字のボリューム範囲をサポートします。英数字の範囲には、ASCII 順ですべての有効な vol_id が含まれます。




	
注記:

英数字のボリューム範囲に対する変更は、ACSLS が再起動されるまで有効になりません。











	
CAP を手動モードに設定します。


set cap priority <cap_id>


例:


set cap priority 5 2,0,6




config_acsss コマンドの詳細については、StorageTek Automated Cartridge System Library Software のインストールガイドを参照してください。





ドライブ接続の検証

ドライブ接続を検証するには、次の手順を実行して、ACSLS 内のドライブのシリアル番号と LTFS-LE サーバーでのドライブのシリアル番号とを比較します。

	
ACSLS display コマンドを使用して、ドライブのシリアル番号を表示します。


display drive * -f type serial_num


出力例:


ACSSA> display drive * -f type serial_num
2013-07-19 15:34:13              Display Drive
Acs  Lsm  Panel  Drive  Type       Serial_num
2    0    10     6      T1C        576001000518
2    0    10     7      HP-LTO5    HU1246T5MV
2    0    10     11     HP-LTO5    HU1246T5PW


	
LTFS-LE サーバーでのドライブのシリアル番号を表示します。


lsscsi -g | grep -i tape


出力例:


# lsscsi -g | grep -i tape
[7:0:0:0]    tape    HP       Ultrium 5-SCSI   I59S  /dev/st0  /dev/sg5
[9:0:0:0]    tape    STK      T10000C          1.57  /dev/st1  /dev/sg6
[11:0:0:0]   tape    HP       Ultrium 5-SCSI   I59S  /dev/st2  /dev/sg7

sg_ing </dev/sq#> | greap "Unit serial number"


出力例:


# sg_inq /dev/sg5 | grep "Unit serial number"
Unit serial number: HU1246T5MV

# sg_inq /dev/sg6 | grep "Unit serial number"
Unit serial number: 576001000518

# sg_inq /dev/sg7 | grep "Unit serial number"
Unit serial number: HU1246T5PW


	
ACSLS cmd_proc からの display drive コマンド出力を使用して、手順 3 および 4 でのシリアル番号が一致していることを検証します。




display および cmd-proc コマンドの詳細については、StorageTek Automated Cartridge System Library Software のインストールガイドを参照してください。






LTFS-LE BUI へのアクセス

物理テープライブラリを構成したら、LTFS-LE のブラウザベースのユーザーインタフェース (BUI) にアクセスして、LTFS-LE アプリケーションでライブラリを定義する必要があります。


BUI の概要

LTFS-LE BUI は、主に LTFS-LE システム管理者が各種の管理タスクや LTFS-LE システムパフォーマンスのモニターを実行するために使用します。

LTFS-LE BUI は LTFS-LE サーバー上に存在し、Windows Explorer や Mozilla Firefox といった標準的な Web ブラウザからアクセスします。

LTFS-LE BUI を使用して、次の操作を実行できます。

	
ライブラリリソースを検出します


	
LTFS-LE システムをモニターします (オンライン容量、ドライブの可用性、LTFS-LE イベントなど)。


	
ドライブおよびボリュームを管理して、オンラインまたはオフラインにしたり、LTFS-LE に割り当てたり、LTFS-LE のデフォルトのドライブおよびボリュームプールに追加したりします。


	
ボリュームをエンター、イジェクト、およびボールティングします。


	
LTFS-LE で使用するためにボリュームをフォーマットまたはフォーマット解除します。


	
ローカルの LTFS-LE システムバックアップをスケジュールします。




BUI は LTFS-LE の一部としてインストールされます。詳細については、『StorageTek Linear Tape File System、Library Edition 計画およびインストールガイド』を参照してください。

次の図は LTFS-LE BUI を示しています。


図2-1 LTFS-LE のブラウザユーザーインタフェース (BUI)

[image: 図2-1 の説明が続きます]






凡例:

1. タブ

2. 選択パネル

3. ページ

4. 「Logout」リンク

5. ユーザー名

6. 「Help」リンク

7. 処理インジケータ

図2-1 に示すように、LTFS-LE BUI には次の要素が含まれています。

	
タブ

タブをクリックして、LTFS-LE システムのさまざまな面を管理します。インタフェースの上部には、左から右に次のタブが表示されます。

	
Dashboard

このタブを使用して、LTFS-LE ライブラリ、ドライブ、およびボリュームの容量や LTFS-LE イベントログをモニターします。

詳細は、第6章 LTFS-LE システムのモニターを参照してください。


	
Storage

このタブを使用して、LTFS-LE ライブラリ、ドライブ、およびボリュームを管理します。


	
Settings

このタブを使用して、LTFS-LE システム設定を定義します。





	
選択パネル

「Storage」または「Settings」タブを選択すると、インタフェースの左側にこのパネルが表示されます。

このページを使用して、選択したタブ内のさまざまなページを選択します。


	
ページ

ページには、変更できる LTFS-LE 設定が表示されます。タブおよび選択パネルを使用して、適切なページを表示します。


	
「Logout」リンク

このリンクをクリックして、LTFS-LE アプリケーションを閉じます。


	
ユーザー名

現在ログインしているユーザー名が表示されます。


	
「Help」リンク

このリンクをクリックして、LTFS-LE BUI の画面レベルのヘルプ (LTFS-LE BUI 機能のステップバイステップ手順など) にアクセスします。


	
処理インジケータ

このインジケータは、LTFS-LE システムが処理中かアイドル状態であるかを示すように変化します。









BUI の起動




	
注記:

LTFS-LE BUI は Microsoft Internet Explorer 8 および Mozilla Firefox 17 でテストおよび検証されています。







LTFS-LE BUI を起動するには、次の手順を実行します。

	
Web ブラウザを起動し、次を入力して LTFS-LE サーバーに接続します。

http://<servername>:7001/LTFS

ここで、servername は LTFS-LE サーバーの名前です。


	
「Login」ダイアログが表示されたら、LTFS-LE のインストール時に定義した管理者のユーザー名とパスワードを入力して、「OK」をクリックします。詳細については、『StorageTek Linear Tape File System、Library Edition 計画およびインストールガイド』を参照してください。


	
「Accessibility Settings」ダイアログが表示されたら、目的の設定を選択して、「OK」をクリックします。詳細は、付録A アクセシビリティー設定を参照してください。

BUI が起動し、「Dashboard」ページが表示されます。











LTFS-LE BUI を使用した LTFS-LE アプリケーションでのライブラリ作成

LTFS-LE BUI を使用して、LTFS-LE アプリケーションでライブラリを作成します。ライブラリを作成すると、LTFS-LE は、ライブラリ、ドライブ、およびボリューム情報を ACSLS にポーリングし、ボリュームメタデータを使用してグローバル名前空間を構築します。




	
注記:

次に進む前に、ライブラリの構成および設定の検証で説明した構成タスクが完了していることを確認してください。








LTFS-LE BUI を使用して、LTFS-LE アプリケーションでライブラリを作成するには、次の手順を実行します。

	
Web ブラウザで LTFS-LE BUI を起動します。BUI の起動を参照してください。


	
LTFS-LE BUI が表示されたら、「Storage」タブをクリックし、選択パネルから「Library」を選択します。

「Manage Library」ページが表示され、次が表示されます。

No data to display

また、選択パネルでは「Drives」および「Volumes」リンクがアクティブではないことに注意してください。




	
注記:

以前に作成したライブラリが存在する場合は、新しく作成する前にそのライブラリをリリースする必要があります。詳細は、ライブラリのリリースを参照してください。









	
「Action」ドロップダウンメニューをクリックし、「Create Library」を選択します。

「Create Library」ページが表示されます。


図2-2 LTFS-LE の「Create Library」ページ

[image: 図2-2 の説明が続きます]






	
「Library Name」フィールドで、ACSLS ライブラリ名を入力します。


	
「IP Address」フィールドで、ACSLS サーバーの IP アドレスを入力します。


	
「Port」フィールドで、「30031」を入力します。これはデフォルトの ACSLS サーバーポートです。

ファイアウォールを使用していて、別のポートを使用する場合は、1 - 65535 のポート値を指定できます。詳細は、Automated Cartridge Subsystem Library Software System のプログラマーズガイドを参照してください。


	
「ACS」フィールドで、ACS ID を入力します。


	
「Apply」をクリックします。

ライブラリの作成中に、進捗インジケータが表示されます。

ライブラリが作成されると、次の情報が表示されます。

	
Library Type


	
検出された時間


	
接続ステータス (「Connected」)





	
「OK」をクリックします。

ライブラリの検出が始まると、「Manage Library」ページが表示されます。

	
LTFS-LE は ACSLS にクエリーして、物理ライブラリ、ドライブ、およびボリュームを検出します。


	
ボリュームが物理的にマウントされ、LTFS-LE との互換性がチェックされます。


	
LTFS-LE は、フォーマット情報およびボリュームメタデータを収集します。


	
ボリュームがマウント解除されます。







	
注記:

これらのアクティビティーは、LTFS-LE Dashboard の「Recent Events」ログに記録されます。







このプロセス中、「Assign Status」には「Unassigned」、および「Library Status」には「Discovering」が示されます。検出が完了すると、次の図に示すように「Assign Status」には「Assigned」、および「Library Status」には「Discovered」が示されます。


図2-3 検出された LTFS-LE ライブラリ

[image: 図2-3 の説明が続きます]






また、「Manage Library」ページにはライブラリに関する次の情報が表示されます。

	
Library Name


	
Library Type


	
IP Address


	
ACS Number





	
選択パネルから「Drives」または「Volumes」を選択して、検出された物理テープドライブおよびボリュームを表示します。

	
すべての LTFS-LE フォーマットボリュームは、LTFS-LE に自動的に割り当てられ、オンラインになります。また、LTFS-LE のデフォルトのボリュームプールに追加されます。


	
すべての LTFS-LE 互換ドライブは、LTFS-LE に自動的に割り当てられ、オンラインになります。また、LTFS-LE のデフォルトのドライブプールに追加されます。


	
未フォーマットのボリュームは、未割り当てで、オフラインになります。これらのボリュームは、デフォルトのボリュームプールに追加されません。


	
LTFS-LE 互換でないドライブは、未割り当てで、オフラインになります。これらのドライブは、デフォルトのドライブプールに追加されません。














3 ライブラリの管理

この章では、LTFS-LE BUI を使用して LTFS-LE ライブラリのさまざまな点を管理する方法について説明します。

次のトピックがあります。

	
ライブラリの要件


	
「Manage Library」ページを使用したライブラリの表示


	
ライブラリ管理タスクの実行







	
注記:

LTFS-LE を使用したライブラリ管理を開始するには、LTFS-LE BUI を使用してライブラリを作成する必要があります。ライブラリを作成すると、LTFS-LE アプリケーションは、すべてのライブラリ、ドライブ、およびボリューム情報を ACSLS にポーリングし、ボリュームメタデータを使用してグローバル名前空間を構築します。詳細は、LTFS-LE BUI を使用した LTFS-LE アプリケーションでのライブラリ作成を参照してください。









ライブラリの要件

LTFS-LE では、LTFS-LE をインストールする前に構成する必要がある専用のライブラリまたはゾーンライブラリパーティションのいずれかの単一 ACS/ライブラリがサポートされます。

専用の SL150 ライブラリパーティションを構成する方法については、『StorageTek SL150 ユーザーズガイド』を参照してください。

専用の SL3000 ライブラリパーティションを構成する方法については、『StorageTek SL3000 ユーザーズガイド』を参照してください。

専用の SL8500 ライブラリパーティションを構成する方法については、『StorageTek SL8500 ユーザーズガイド』を参照してください。

LTFS-LE のインストール時にライブラリパーティションを指定する方法については、『StorageTek Linear Tape File System、Library Edition 計画およびインストールガイド』を参照してください。






「Manage Library」ページを使用したライブラリの表示

LTFS-LE BUI を使用して、LTFS-LE ライブラリのステータスを表示します。「Manage Library」ページにアクセスするには、「Storage」タブをクリックし、選択パネルから「Library」を選択します。

次の図に「Manage Library」ページを示します。


図3-1 LTFS-LE BUI の「Manage Library」ページ

[image: 図3-1 の説明が続きます]






図3-1 に示すとおり、このページにはライブラリに関する次の列の情報が表示されます。

	
Library Name

ライブラリを作成するときに定義したライブラリ名です。


	
Library Type

ライブラリタイプ: SL150、SL3000、または SL8500。


	
IP Address

ACSLS サーバーの IP アドレスです。


	
ACS Number

ACS 識別子です。


	
Assign Status

ライブラリが LTFS-LE に割り当てられているのかリリース済みであるのかを示します。


	
Library Status

ライブラリが検出されたかどうかを示します。




最初は、このページに「No data to display」と表示されます。ライブラリを作成すると、このページにはライブラリ情報が表示されます。






ライブラリ管理タスクの実行

LTFS-LE BUI を使用して、次のライブラリ管理タスクを実行できます。

	
ライブラリの割り当て


	
ライブラリの再検出


	
ライブラリのリリース


	
ライブラリの削除







	
注記:

LTFS-LE を使用したライブラリ管理を開始するには、LTFS-LE BUI を使用して LTFS-LE にライブラリを作成する必要があります。詳細は、LTFS-LE BUI を使用した LTFS-LE アプリケーションでのライブラリ作成を参照してください。









ライブラリの割り当て

ライブラリとそのデバイスおよびボリュームを管理するには、そのライブラリが LTFS-LE に割り当てられている必要があります。ライブラリを作成すると、デフォルトで LTFS-LE に自動的に割り当てられます。ライブラリをリリースすることを選択した場合は、LTFS-LE BUI を使用して、ライブラリを LTFS-LE に再割り当てできます。

LTFS-LE BUI を使用してライブラリを割り当てるには、次の手順を実行します。

	
「Storage」タブをクリックし、選択パネルから「Library」を選択します。

「Manage Library」ページが表示されます。


	
「Action」ドロップダウンメニューをクリックし、「Assign/Release Library」を選択します。

「Assign/Release Library」ページが表示されます。リリース済みのライブラリは、「Unassigned」列にリストされます。


	
「Released Library」列からライブラリ名を選択し、矢印ボタンを使用してライブラリを「Assigned Library」列に移動します。


	
「Apply」をクリックします。確認ダイアログボックスが表示され、入力が検証されたことが示されます。


	
「OK」をクリックして、ダイアログボックスを閉じます。


	
「Assign/Release Library」ページで、「OK」をクリックします。確認のダイアログボックスが表示されます。


	
「OK」をクリックして変更を適用し、ダイアログボックスを閉じます。

「Manage Library」ページが更新され、「Assign Status」が「Assigned」であると示されます。このようにならなかった場合は、「Refresh」ボタンをクリックすると、表示をリロードすることができます。









ライブラリの再検出

LTFS-LE BUI を使用した LTFS-LE アプリケーションでのライブラリ作成で説明されているとおり、LTFS-LE にライブラリを作成すると、LTFS-LE はライブラリ、ドライブ、およびボリューム情報を ACSLS から取得し、グローバル名前空間を構築します。

ライブラリが作成されると、必要に応じて ACSLS は LTFS-LE に対して通知を自動的にプッシュします。また、LTFS-LE BUI ではオンデマンドでライブラリを再検出できます。

ライブラリを再検出すると、LTFS-LE は ACSLS にポーリングして、すべての使用可能なドライブおよびボリュームを含む物理ライブラリを検出します。新しいボリュームがライブラリにエンターされるときは常にこのアクションを実行することをお勧めします。

LTFS-LE BUI を使用してライブラリを再検出するには、次の手順を実行します。

	
「Storage」タブをクリックし、選択パネルから「Library」を選択します。

「Manage Library」ページが表示されます。


	
「Action」ドロップダウンメニューをクリックし、「Rediscover Library」を選択します。

ライブラリの検出が開始されます。「Manage Library」ページで、「Library Status」が「Discovering」であると示されます。検出が完了すると、この表示が「Discovered」に変化します。

ライブラリの検出中:

	
LTFS-LE は、ボリュームの LTFS-LE 互換性をチェックします。ボリュームに互換性がない場合、LTFS-LE はそのボリュームをオフラインにして割り当て解除し、LTFS-LE イベントログにはエラーが記録されます。


	
LTFS-LE は、ボリュームが LTFS-LE 用にフォーマットされているかどうかをチェックします。

	
ボリュームが LTFS-LE 用にフォーマットされている場合、LTFS-LE はボリュームを LTFS-LE に割り当ててオンラインにし、デフォルトのボリュームプールに追加します。ボリュームおよびファイル情報がグローバル名前空間に追加され、ボリュームが使用可能になります。


	
ボリュームが LTFS-LE 用にフォーマットされていない場合、LTFS-LE はボリュームを未割り当ておよびオフラインのままにします。

これらのボリュームを使用するには、LTFS-LE に割り当てます。ボリュームを割り当てると、LTFS-LE で使用できるように自動的にフォーマットされます。ボリュームの割り当てを参照してください。















ライブラリのリリース

LTFS-LE では、専用のライブラリまたはゾーンライブラリパーティションのいずれかの単一 ACS/ライブラリがサポートされます。以前に作成した LTFS-LE ライブラリが存在する場合は、新しく追加する前にそのライブラリをリリースする必要があります。

ライブラリを正常にリリースするには、ライブラリを削除して、LTFS-LE ソフトウェアをシャットダウンし、LTFS-LE サーバーをリブートする必要があります。これらのタスクは、次の手順に含まれています。次の自動再検出サイクルが発生する前に、LTFS-LE サーバーをリブートする必要があります。自動再検出は、値を変更していないかぎりデフォルトでは 24 分ごとに設定されます。

LTFS-LE BUI を使用してライブラリをリリースするには、次の手順を実行します。

	
すべてのボリュームをオフラインにします。

ボリュームをオフラインにするを参照してください。


	
デフォルトのボリュームプールからすべてのボリュームを削除します。

デフォルトのボリュームプールからのボリュームの削除を参照してください。


	
すべてのボリュームを割り当て解除します。

ボリュームの割り当て解除を参照してください。


	
すべてのドライブをオフラインにします。

ドライブをオフラインにするを参照してください。


	
デフォルトのドライブプールからすべてのドライブを削除します。

デフォルトのドライブプールからのドライブの削除を参照してください。


	
すべてのドライブを割り当て解除します。

ドライブの割り当て解除を参照してください。


	
「Storage」タブをクリックし、選択パネルから「Library」を選択します。

「Manage Library」ページが表示されます。


	
「Action」ドロップダウンメニューをクリックし、「Assign/Release library」を選択します。

「Assign/Release Library」ページが表示されます。


	
「Assigned Library」列からライブラリ名を選択し、単一矢印ボタンを使用してライブラリを「Released Library」列に移動します。


	
「Apply」をクリックします。入力が検証され、「OK」ボタンがアクティブになります。


	
「OK」をクリックします。確認のダイアログボックスが表示されます。


	
「OK」をクリックして変更を適用し、ダイアログボックスを閉じます。

「Manage Library」ページが更新され、「Assign Status」が「Released」であると示されます。このようにならなかった場合は、「Refresh」ボタンをクリックすると、表示をリロードすることができます。


	
ライブラリを削除します。ライブラリの削除を参照してください。


	
Linux コマンド manageLtfsleServices - t を使用して LTFS-LE ソフトウェアをシャットダウンします。


	
Linux コマンド shutdown -i 6 now を使用して LTFS-LE サーバーをリブートします。

次の自動再検出サイクルが発生する前に、LTFS-LE サーバーをリブートする必要があります。自動再検出は、値を変更していないかぎりデフォルトでは 24 分ごとに設定されます。









ライブラリの削除

LTFS-LE BUI を使用してライブラリを削除するには、次の手順を実行します。

	
ライブラリをリリースします。ライブラリのリリースを参照してください。


	
「Storage」タブをクリックし、選択パネルから「Library」を選択します。

「Manage Library」ページが表示されます。


	
「Action」ドロップダウンメニューをクリックし、「Delete Library」を選択します。

警告のダイアログボックスが表示されます。


	
「Yes」をクリックしてライブラリを削除するか、「No」をクリックして操作を取り消します。

ライブラリが削除されると、削除されたライブラリは「Manage Library」ページにリストされなくなります。代わりに、このページに「No data to display」と表示されます。













4 ドライブの管理

この章では、LTFS-LE BUI を使用してテープドライブを管理する方法について説明します。次のトピックがあります。

	
ドライブの要件


	
「Manage Drives」ページを使用したドライブの表示


	
ドライブ管理タスクの実行






ドライブの要件

LTFS-LE では、1 つ以上の Oracle StorageTek T10000C または T10000D テープドライブ、IBM LTO5、LTO6、または LTO7 テープドライブ、または HP LTO5、LTO6、または LTO7 テープドライブを搭載した、専用のライブラリまたはゾーンライブラリパーティションのいずれかの単一 ACS/ライブラリがサポートされます。




	
注記:

LTFS-LE は、LTFS-LE パーティション (またはこれがパーティション化されていない場合はライブラリ) 内の T10000C および T10000D テープドライブの混在をサポートしません。







サポートされるテープドライブの詳細は、『StorageTek Linear Tape File System, Library Edition 計画およびインストールガイド』を参照してください。

Oracle の StorageTek T10000C および T10000D テープドライブについては、『StorageTek T10000 オペレーターズガイド』を参照してください。

IBM または HP LTO テープドライブについては、使用している IBM または HP ドライブに関するドキュメントを参照してください。






「Manage Drives」ページを使用したドライブの表示

LTFS-LE BUI を使用して、テープドライブのステータスを表示します。「Manage Drives」ページにアクセスするには、「Storage」タブをクリックし、選択パネルから「Library」を選択します。

次の図に「Manage Drives」ページを示します。


図4-1 LTFS-LE BUI の「Manage Drives」ページ

[image: 図4-1 の説明が続きます]






図4-1 に示すとおり、このページにはドライブごとに次の列の情報が表示されます。

	
Drive Name


	
Drive Type

ドライブの種類:

	
T10KC


	
T10KD


	
HP-LTO5


	
HP-LTO6


	
HP-LTO7


	
IBM-LTO5


	
IBM-LTO6


	
IBM-LTO7





	
ドライブシリアル番号


	
LTFS-LE Assignment

ドライブが LTFS-LE に割り当て済みであるか未割り当てであるかを示します。


	
Availability

ドライブがオンラインであるかオフラインであるかを示します。


	
Drive Path

サーバーのドライブパス。


	
ACS

1 つまたは複数の ACS 識別子。


	
ドライブプール

ドライブが LTFS-LE のデフォルトドライブプールに含まれているかどうかを示します。







	
注記:

LTFS-LE 互換ドライブのみが表示されます。詳細は、ドライブの要件を参照してください。












ドライブ管理タスクの実行

LTFS-LE BUI を使用して、次のドライブ管理タスクを実行できます。

	
LTFS-LE へのドライブの割り当てまたは割り当て解除


	
ドライブをオンラインまたはオフラインにする


	
デフォルトのドライブプールに対するドライブの追加または削除


	
デフォルトのドライブプールのマウント設定の定義






LTFS-LE へのドライブの割り当てまたは割り当て解除

テープドライブは、使用する前に LTFS-LE に割り当てる必要があります。ライブラリを作成するときは、LTFS-LE はすべての LTFS-LE 互換ドライブを自動的に割り当てます。LTFS-LE BUI を使用し、必要に応じて 1 つ以上のドライブを割り当てまたは割り当て解除することもできます。


ドライブの割り当て

ドライブを LTFS-LE に割り当てると、自動的にオンラインになり、デフォルトのドライブプールに追加されます。

LTFS-LE BUI を使用して 1 つまたは複数のドライブを割り当てるには

	
「Storage」タブをクリックし、選択パネルから「Drives」を選択します。

「Manage Drives」ページが表示されます。


	
「Action」ドロップダウンメニューをクリックし、「Assign/Unassign Drives」を選択します。

「Assign/Unassign Drives」ページが表示されます。


	
「Unassigned Drives」列から 1 つまたは複数のドライブ名を選択し、矢印ボタンを使用してドライブを「Assigned Drives」列に移動します。

	
単一矢印ボタンをクリックすると、選択したドライブのみが移動します。


	
二重矢印ボタンをクリックすると、すべてのドライブが移動します。





	
「Apply」をクリックします。確認ダイアログボックスが表示され、入力が検証されたことが示されます。


	
「OK」をクリックして、ダイアログボックスを閉じます。


	
「Assign/Unassign Drives」ページで、「OK」をクリックします。

ドライブが割り当てられると、「Manage Drives」ページが更新されて、ドライブが「Assigned」かつ「Online」であることが示されます。ドライブは、デフォルトのドライブプールにも追加されます。




	
注記:

処理が完了するまで、「Manage Drives」ページには「Pending」ステータスが示されることがあります。








	
必要に応じて LTFS-LE マウント制限設定を調整して、データ I/O の処理に適切な数のドライブが使用可能になるようにします。この設定の詳細は、「デフォルトのドライブプールのマウント設定の定義」を参照してください。









ドライブの割り当て解除

LTFS-LE BUI を使用して 1 つまたは複数のドライブを割り当て解除するには

	
「Storage」タブをクリックし、選択パネルから「Drives」を選択します。

「Manage Drives」ページが表示されます。


	
割り当て解除するドライブがオフラインであることを確認します。

ドライブをオフラインにするを参照してください。


	
割り当て解除するドライブがデフォルトのドライブプールから削除されることを確認します。

デフォルトのドライブプールからのドライブの削除を参照してください。


	
「Action」ドロップダウンメニューをクリックし、「Assign/Unassign Drives」を選択します。

「Assign/Unassign Drives」ページが表示されます。


	
「Assigned Drives」列から 1 つ以上のドライブ名を選択し、矢印ボタンを使用してドライブを「Unassigned Drives」列に移動します。

	
単一矢印ボタンをクリックすると、選択したドライブのみが移動します。


	
二重矢印ボタンをクリックすると、すべてのドライブが移動します。





	
「Apply」をクリックします。確認ダイアログボックスが表示され、入力が検証されたことが示されます。


	
「OK」をクリックして、ダイアログボックスを閉じます。

ドライブが割り当て解除されると、「Manage Drives」ページが更新されて、「Unassigned」であると示されます。




	
注記:

処理が完了するまで、「Manage Drives」ページには「Pending」ステータスが示されることがあります。

















ドライブをオンラインまたはオフラインにする

ライブラリを作成するときは、LTFS-LE はすべての LTFS-LE 互換ドライブを自動的にオンラインにします。LTFS-LE BUI を使用し、必要に応じて 1 つまたは複数のドライブをオンラインまたはオフラインにすることもできます。

次の機能では、ドライブがオフラインになっている必要があります。

	
LTFS-LE へのドライブの割り当てまたは割り当て解除


	
デフォルトのドライブプールに対するドライブの割り当てまたは割り当て解除





ドライブをオンラインにする

LTFS-LE BUI を使用して 1 つまたは複数のドライブをオンラインにするには

	
「Storage」タブをクリックし、選択パネルから「Drives」を選択します。

「Manage Drives」ページが表示されます。


	
「Action」ドロップダウンメニューをクリックし、「Change Online/Offline Status」を選択します。

「Change Drives Online/Offline Status」ページが表示されます。


	
「Offline Drives」列から 1 つまたは複数のドライブ名を選択し、矢印ボタンを使用してドライブを「Online Drives」列に移動します。

	
単一矢印ボタンをクリックすると、選択したドライブのみが移動します。


	
二重矢印ボタンをクリックすると、すべてのドライブが移動します。





	
「Apply」をクリックします。確認ダイアログボックスが表示され、入力が検証されたことが示されます。


	
「OK」をクリックして、ダイアログボックスを閉じます。


	
「Change Drives Online/Offline Status」ページで、「OK」をクリックします。

処理が完了すると、「Manage Drives」ページが更新され、ドライブの「Availability」が「Online」であると示されます。




	
注記:

処理が完了するまで、「Manage Drives」ページには「Pending」ステータスが示されることがあります。















ドライブをオフラインにする




	
注記:

特定の種類のすべてのドライブ (すべての T10000C ドライブなど) を同時にオフラインにする場合は、先にその種類のすべてのボリューム (すべての T10000C ボリュームなど) をオフラインにする必要があります。詳細は、ボリュームをオフラインにするを参照してください。







LTFS-LE BUI を使用して 1 つ以上のドライブをオフラインにするには、次の手順を実行します。

	
「Storage」タブをクリックし、選択パネルから「Drives」を選択します。

「Manage Drives」ページが表示されます。


	
「Action」ドロップダウンメニューをクリックし、「Change Online/Offline Status」を選択します。

「Change Drives Online/Offline Status」ページが表示されます。


	
「Online」ドライブ列から 1 つまたは複数のドライブ名を選択し、矢印ボタンを使用してドライブを「Offline Drives」列に移動します。

	
単一矢印ボタンをクリックすると、選択したドライブのみが移動します。


	
二重矢印ボタンをクリックすると、すべてのドライブが移動します。





	
「Apply」をクリックします。確認ダイアログボックスが表示され、入力が検証されたことが示されます。


	
「OK」をクリックして、ダイアログボックスを閉じます。


	
「Change Drives Online/Offline Status」ページで、「OK」をクリックします。

処理が完了すると、「Manage Drives」ページが更新され、ドライブの「Availability」が「Offline」であると示されます。




	
注記:

処理が完了するまで、「Manage Drives」ページには「Pending」ステータスが示されることがあります。

















デフォルトのドライブプールに対するドライブの追加または削除

LTFS-LE では、LTFS-LE がデータを読み書きするために使用できるドライブが含まれる、デフォルトのドライブプールを利用します。

LTFS-LE Release 1.0 では、追加のドライブプールの作成をサポートしていません。デフォルトのドライブプールでは、混在するドライブの種類を含めることができます。

ライブラリを作成するときは、LTFS-LE はすべての LTFS-LE 互換ドライブを自動的にデフォルトのドライブプールに追加します。LTFS-LE BUI を使用し、必要に応じて 1 つまたは複数のドライブを追加または削除することもできます。


デフォルトのドライブプールへのドライブの追加

LTFS-LE BUI を使用して 1 つまたは複数のドライブをデフォルトのドライブプールに追加するには

	
「Settings」タブをクリックし、選択パネルから「Drive Pool Settings」を選択します。

「Drive Pool Settings」ページが表示されます。


	
「Drives not in Pool」および「Drives in Pool」列を見つけます。

	
「Drives not in Pool」列に、デフォルトのドライブプールに追加するのに適格なドライブが表示されます。


	
「Drives in Pool」列には、デフォルトのドライブプールに含まれているドライブが含まれます。







	
注記:

ドライブがこれらの列に表示されるには、オフラインである必要があります。詳細は、ドライブをオフラインにするを参照してください。









	
「Drives not in Pool」列から、デフォルトのドライブプールに追加する 1 つ以上のドライブを選択し、矢印ボタンを使用してドライブを「Drives in Pool」列に移動します。

	
単一矢印ボタンをクリックすると、選択したドライブのみが移動します。


	
二重矢印ボタンをクリックすると、すべてのドライブが移動します。





	
「Apply」をクリックします。確認ダイアログボックスが表示され、入力が検証されたことが示されます。


	
「OK」をクリックして、ダイアログボックスを閉じます。


	
「Drive Pool Settings」ページで、「OK」をクリックします。確認ダイアログボックスが表示され、ドライブプール設定が保存されていることが示されます。


	
「OK」をクリックして、ダイアログボックスを閉じます。


	
「Storage」タブをクリックし、選択パネルから「Drives」を選択します。

「Manage Drives」ページが表示され、「Drive Pool」列には、ドライブがデフォルトのドライブプールに含まれていることが示されます。









デフォルトのドライブプールからのドライブの削除

LTFS-LE BUI を使用して 1 つまたは複数のドライブをデフォルトのドライブプールから削除するには

	
「Settings」タブをクリックし、選択パネルから「Drive Pool Settings」を選択します。

「Drive Pool Settings」ページが表示されます。


	
「Drives not in Pool」および「Drives in Pool」列を見つけます。

	
「Drives not in Pool」列に、デフォルトのドライブプールに追加するのに適格なドライブが表示されます。


	
「Drives in Pool」列には、デフォルトのドライブプールに含まれているドライブが含まれます。







	
注記:

ドライブがこれらの列に表示されるには、オフラインである必要があります。詳細は、ドライブをオフラインにするを参照してください。









	
「Drives in Pool」列から、デフォルトのドライブプールから削除する 1 つ以上のドライブを選択し、矢印ボタンを使用してドライブを「Drives not in Pool」列に移動します。

	
単一矢印ボタンをクリックすると、選択したドライブのみが移動します。


	
二重矢印ボタンをクリックすると、すべてのドライブが移動します。





	
「Apply」をクリックします。確認ダイアログボックスが表示され、入力が検証されたことが示されます。


	
「OK」をクリックして、ダイアログボックスを閉じます。


	
「Drive Pool Settings」ページで、「OK」をクリックします。確認ダイアログボックスが表示され、ドライブプール設定が保存されていることが示されます。


	
「OK」をクリックして、ダイアログボックスを閉じます。


	
「Storage」タブをクリックし、選択パネルから「Drives」を選択します。

「Manage Drives」ページが表示され、「Drive Pool」列には、ドライブがデフォルトのドライブプールに含まれなくなったことが示されます。











デフォルトのドライブプールのマウント設定の定義

「Drive Pool Settings」ページでは、デフォルトのドライブプールに含まれているすべてのドライブに関するマウント設定を定義することができます。

LTFS-LE BUI を使用してマウント設定を定義するには

	
「Settings」タブをクリックし、選択パネルから「Drive Pool Settings」を選択します。

「Drive Pool Settings」ページが表示されます。


	
「Mount Limit」設定を入力します。

データ I/O を処理するために常にドライブが使用可能になるように、インポートやエクスポートなどのボリューム処理要求に使用できるドライブの最大数を制限するには、この設定を使用します。

0 からデフォルトのドライブプール内のドライブの最大数までの値を入力します。値 0 は、ドライブプールにドライブが存在しないことを示します。

LTFS-LE は、ボリュームの種類に基づいて、ボリューム処理要求に適切なドライブの種類を自動的に選択します。マウントの制限設定はデフォルトで、デフォルトのドライブプール内にある LTFS-LE 互換ドライブの種類の最大数に設定されます。たとえば、4 台の LTO-5 ドライブと 2 台の LTO-6 ドライブを含む合計 6 台のドライブがデフォルトのドライブプール内にある場合、マウント制限はデフォルトで 4 に設定され、LTFS-LE ボリュームを処理するために同時に使用できる LTFS-LE 互換ドライブの最大数が反映されます。


	
「Mount Retention」設定を入力します。

ドライブでボリュームがアイドル状態のままでいられる秒単位の最長時間。この値は 90 秒以上にする必要があります。デフォルトは 600 秒です。

この設定では、ドライブの容量を解放するために、LTFS-LE が長時間アイドル状態であるボリュームを自動的にマウント解除できます。


	
「Apply」をクリックします。確認ダイアログボックスが表示され、入力が検証されたことが示されます。


	
「OK」をクリックして、ダイアログボックスを閉じます。


	
「Drive Pool Settings」ページで、「OK」をクリックします。確認ダイアログボックスが表示され、ドライブプール設定が保存されていることが示されます。


	
「OK」をクリックして、ダイアログボックスを閉じます。













5 ボリュームの管理

この章では、LTFS-LE BUI を使用して LTFS-LE ボリュームを管理する方法について説明します。次のトピックがあります。

	
ボリュームの要件。


	
「Manage Volumes」ページを使用したボリュームの表示。


	
ボリューム管理タスクの実行。






ボリュームの要件

LTFS-LE では、次のテープメディアをサポートしています。

	
LTO-1.5T

Oracle の StorageTek 1.5T バイト LTO カートリッジ (IBM および HP LTO5 テープドライブで使用)。


	
LTO-2.5T

Oracle の StorageTek 2.5T バイト LTO カートリッジ (IBM および HP LTO6 テープドライブで使用)。


	
LTO-6.4T

Oracle の StorageTek 6.4T バイト LTO カートリッジ (IBM および HP LTO7 テープドライブで使用)。


	
T10000T2

Oracle の StorageTek 5T バイト T10000 カートリッジ (Oracle の StorageTek T10000C および T10000D テープドライブで使用)。







	
注記:

LTFS-LE は、LTFS-LE パーティション (またはこれがパーティション化されていない場合はライブラリ) 内の T10000C および T10000D テープドライブの混在をサポートしません。







サポートされるテープドライブおよびメディアの詳細は、『StorageTek Linear Tape File System, Library Edition 計画およびインストールガイド』を参照してください。

T10000C テープドライブおよび関連メディアについては、『StorageTek T10000 オペレーターズガイド』を参照してください。

IBM または HP LTO テープドライブおよび関連メディアについては、使用している IBM または HP ドライブに関するドキュメントを参照してください。


LTFS フォーマット仕様バージョン 2.2

LTFS-LE ボリュームは、オープンソース LTFS フォーマット仕様のバージョン 2.2 を満たすようにフォーマットする必要があります。この仕様では、LTFS-LE で要求されるとおりに、自己記述方式でデータをテープに書き込むことができます。

LTFS-LE BUI を使用して、互換性のあるテープカートリッジを LTFS-LE で使用するためにフォーマットできます。LTFS-LE ボリュームを再フォーマットすることもでき、その場合は物理カートリッジからすべてのデータが消去されます。

詳細は、ボリュームのフォーマットを参照してください。








「Manage Volumes」ページを使用したボリュームの表示

LTFS-LE BUI の「Manage Volumes」ページを使用して、テープボリュームのステータスを表示します。このページにアクセスするには、「Storage」タブをクリックし、選択パネルから「Volumes」を選択します。

次の図に「Manage Volumes」ページを示します。


図5-1 LTFS-LE BUI の「Manage Volumes」ページ

[image: 図5-1 の説明が続きます]






図5-1 に示すように、このページにはライブラリ内で検出されたすべてのテープボリュームがリストされます。ボリュームごとに次の情報が表示されます。

	
Volume Serial Number


	
Volume Type

カートリッジのタイプ: T10000T2、LTO-1.5T、LTO-2.5T、または LTO-6.4。


	
Capacity Available (TB)

カートリッジの空き容量 (T バイト)。


	
Capacity Used (TB)

カートリッジの使用済み容量 (テラバイト)。


	
Status

ボリュームがアイドル状態であるか処理中であるかを示します。


	
Availability

ボリュームがオンラインであるかオフラインであるかを表示します。LTFS-LE は、オンラインボリュームのデータにのみアクセスできます。

最初に、すべての LTFS-LE フォーマットボリュームが自動的にオンラインになります。LTFS-LE フォーマットでないボリュームはオフラインになります。


	
LTFS-LE Assignment

ボリュームが LTFS-LE に割り当て済みであるか未割り当てであるかを表示します。LTFS-LE は、割り当て済みボリュームのみにデータを書き込むことができます。

最初に、すべての LTFS-LE フォーマットボリュームが自動的に割り当てられます。LTFS-LE フォーマットでないボリュームは未割り当てです。


	
Volume Pool

ボリュームが LTFS-LE のデフォルトボリュームプールに含まれているかどうかを表示します。







	
注記:

LTFS-LE 互換ボリュームのみが表示されます。詳細は、ボリュームの要件を参照してください。












ボリューム管理タスクの実行

LTFS-LE BUI を使用して、次のボリューム管理タスクを実行できます。

	
LTFS-LE 用にボリュームをフォーマットまたはフォーマット解除


	
LTFS-LE へのボリュームの割り当てまたは割り当て解除


	
ボリュームをオンラインまたはオフラインにする


	
LTFS-LE のデフォルトのボリュームプールに対するボリュームの追加または削除


	
ボリュームのインポート


	
ボリュームのエクスポート






LTFS-LE 用にボリュームをフォーマットまたはフォーマット解除

LTFS-LE ボリュームは、LTFS 2.2 フォーマットでフォーマットする必要があります。このオープンソース仕様では、LTFS-LE で要求されるとおりに、自己記述方式でデータをテープに書き込むことができます。

LTFS-LE BUI を使用して、次の操作を実行できます。

	
LTFS-LE で使用するために互換ボリュームをフォーマットします。


	
LTFS-LE ボリュームをフォーマットして、物理カートリッジからすべてのデータを消去します。


	
LTFS-LE ボリュームをフォーマット解除して、LTFS-LE 以外の設定でボリュームを再利用します。LTFS-LE は、ボリュームからすべてのデータを削除します。







	
注記:

フォーマット解除されているボリュームを LTFS-LE に割り当てると、ボリュームは自動的にフォーマットされます。詳細は、ボリュームの割り当てを参照してください。









ボリュームのフォーマット

LTFS-LE BUI を使用してボリュームをフォーマットするには、次の手順を実行します。




	
注記:

LTFS-LE フォーマットボリュームを再フォーマットする場合、LTFS-LE は物理カートリッジからすべてのデータを削除します。







	
ボリュームをオフラインにします。

ボリュームをオフラインにするを参照してください。


	
デフォルトのボリュームプールからボリュームを削除します。

デフォルトのボリュームプールからのボリュームの削除を参照してください。


	
「Storage」タブをクリックし、選択パネルから「Volumes」を選択します。

「Manage Volumes」ページが表示されます。


	
リストでボリュームをクリックして選択します。


	
「Action」ドロップダウンメニューをクリックし、「Format Volume」を選択します。

確認のダイアログボックスが表示されます。


	
確認メッセージが表示されたら、「OK」をクリックします。

「Select Drive」ダイアログボックスが表示されます。


	
「Select Drive」ダイアログボックスから、ドロップダウンメニューを使用して、フォーマット操作対象のドライブを選択し、「OK」をクリックしてボリュームをフォーマットします。

ボリュームがフォーマットされ、イベントが LTFS-LE の Dashboard に表示されるイベントログに記録されます。詳細は、第6章 LTFS-LE システムのモニターを参照してください。

T10000C/T10000D に関する重要な考慮事項:

既存の T10000C ボリューム (T2-5000 ボリュームタイプ) を T10000D ボリュームとして再フォーマットする場合、ボリュームをフォーマットする前に、一連の確認メッセージが表示されます。ボリュームをフォーマットする際には、すべてのデータがボリュームから削除されることを覚えておいてください。


	
ボリュームを LTFS-LE に割り当てます。ボリュームの割り当てを参照してください。

ボリュームを割り当てると、LTFS-LE はこのボリュームを自動的にオンラインにして、デフォルトのボリュームプールに追加します。








ボリュームのフォーマット解除

LTFS-LE ボリュームをフォーマット解除すると、ボリュームから LTFS-LE フォーマットヘッダー (メタデータおよびデータのパーティション) が削除され、標準の非 LTFS-LE ボリュームになります。

LTFS-LE BUI を使用してボリュームをフォーマット解除するには、次の手順を実行します。

	
ボリュームをオフラインにします。ボリュームをオフラインにするを参照してください。


	
デフォルトのボリュームプールからボリュームを削除します。デフォルトのボリュームプールからのボリュームの削除を参照してください。


	
ボリュームを LTFS-LE から割り当て解除します。ボリュームの割り当て解除を参照してください。


	
「Storage」タブをクリックし、選択パネルから「Volumes」を選択します。

「Manage Volumes」ページが表示されます。


	
リストでフォーマットボリュームをクリックして選択します。


	
「Action」ドロップダウンメニューをクリックし、「Unformat Volume」を選択します。

確認のダイアログボックスが表示されます。


	
「OK」をクリックしてダイアログボックスを閉じるか、「cancel」をクリックして取り消します

「Select Drive」ダイアログボックスが表示されます。


	
「Select Drive」ダイアログボックスから、ドロップダウンメニューを使用して、フォーマット解除操作対象のドライブを選択し、「OK」をクリックします。

警告メッセージが表示されます。


	
警告メッセージが表示されたら、「OK」をクリックしてボリュームをフォーマット解除するか、「Cancel」をクリックして操作を取り消します。

ボリュームがフォーマット解除され、イベントが LTFS-LE Dashboard に記録されます。











LTFS-LE へのボリュームの割り当てまたは割り当て解除

LTFS-LE を使用してボリュームを管理するには、ボリュームを LTFS-LE アプリケーションに割り当てる必要があります。

ボリュームを LTFS-LE に割り当てると、自動的にオンラインになり、デフォルトのボリュームプールに追加されます。フォーマットされていないボリュームを割り当てると、LTFS-LE で使用できるように自動的にフォーマットされます。



ボリュームの割り当て

LTFS-LE BUI を使用して 1 つまたは複数のボリュームを割り当てるには

	
「Storage」タブをクリックし、選択パネルから「Volumes」を選択します。

「Manage Volumes」ページが表示されます。


	
「Action」ドロップダウンメニューをクリックし、「Assign/Unassign Volumes」を選択します。

「Assign/Unassign Volumes」ページが表示されます。


	
「Unassigned Volumes」列から 1 つまたは複数のボリューム名を選択し、矢印ボタンを使用してドライブを「Assigned Volumes」列に移動します。

	
単一矢印ボタンをクリックすると、選択したボリュームのみが移動します。


	
二重矢印ボタンをクリックすると、すべてのボリュームが移動します。





	
「Apply」をクリックします。確認ダイアログボックスが表示され、入力が検証されたことが示されます。


	
「OK」をクリックして、ダイアログボックスを閉じます。


	
「Assign/Unassign Volumes」ページで、「OK」をクリックします。

「Manage Volumes」ページが更新されて、ボリュームが「Assigned」かつ「Online」であることが示されます。ドライブは、デフォルトのボリュームプールにも追加されます。




	
注記:

処理が完了するまで、「Manage Volumes」ページには「Pending」ステータスが示されることがあります。ボリュームが保留されると、そのボリュームに対してその他のアクションは実行できないことがあります。















ボリュームの割り当て解除

1 つまたは複数のボリュームを割り当て解除するには

	
「Storage」タブをクリックし、選択パネルから「Volumes」を選択します。

「Manage Volumes」ページが表示されます。


	
ボリュームをオフラインにします。ボリュームをオフラインにするを参照してください。


	
デフォルトのボリュームプールからボリュームを削除します。デフォルトのボリュームプールからのボリュームの削除を参照してください。


	
「Action」ドロップダウンメニューをクリックし、「Assign/Unassign Volumes」を選択します。

「Assign/Unassign Volumes」ページが表示されます。


	
「Assigned Volumes」列から 1 つ以上のボリューム名を選択し、矢印ボタンを使用してドライブを「Unassigned Volumes」列に移動します。

	
単一矢印ボタンをクリックすると、選択したボリュームのみが移動します。


	
二重矢印ボタンをクリックすると、すべてのボリュームが移動します。





	
「Apply」をクリックします。確認ダイアログボックスが表示され、入力が検証されたことが示されます。


	
「OK」をクリックして、ダイアログボックスを閉じます。


	
「Assign/Unassign Volumes」ページで、「OK」をクリックします。

「Manage Volumes」ページが更新されて、ボリュームが「Unassigned」であることが示されます。




	
注記:

処理が完了するまで、「Manage Volumes」ページには「Pending」ステータスが示されることがあります。ボリュームが保留されると、そのボリュームに対してその他のアクションは実行できないことがあります。

















ボリュームをオンラインまたはオフラインにする

LTFS-LE BUI では、ボリュームをオンラインまたはオフラインにすることができます。

次の機能では、ボリュームがオンラインになっている必要があります。

	
データの読み書き


	
ボリュームのファイナライズ




次の機能では、ボリュームがオフラインになっている必要があります。

	
ボリュームのイジェクト


	
ボリュームのボールティング


	
ボリュームのフォーマット


	
LTFS-LE へのボリュームの割り当てまたは割り当て解除


	
デフォルトのボリュームプールに対するボリュームの割り当てまたは割り当て解除


	
特定タイプのすべてのドライブを同時にオフラインにする






ボリュームをオンラインにする

LTFS-LE BUI を使用して 1 つまたは複数のボリュームをオンラインにするには

	
「Storage」タブをクリックし、選択パネルから「Volumes」を選択します。

「Manage Volumes」ページが表示されます。


	
「Action」ドロップダウンメニューをクリックし、「Change Online/Offline Status」を選択します。

「Change Volumes Online/Offline Status」ページが表示されます。


	
「Offline Volumes」列から 1 つまたは複数のボリューム名を選択し、矢印ボタンを使用してドライブを「Online Volumes」列に移動します。

	
単一矢印ボタンをクリックすると、選択したボリュームのみが移動します。


	
二重矢印ボタンをクリックすると、すべてのボリュームが移動します。





	
「Apply」をクリックします。確認ダイアログボックスが表示され、入力が検証されたことが示されます。


	
「OK」をクリックして、ダイアログボックスを閉じます。


	
「Change Volumes Online/Offline Status」ページで、「OK」をクリックします。

「Manage Volumes」ページが更新されて、ボリュームが「Online」であることが示されます。このようにならなかった場合は、「Refresh」ボタンをクリックすると、表示をリロードすることができます。




	
注記:

処理が完了するまで、「Manage Volumes」ページには「Pending」ステータスが示されることがあります。ボリュームが保留されると、そのボリュームに対してその他のアクションは実行できないことがあります。















ボリュームをオフラインにする

LTFS-LE BUI を使用して 1 つまたは複数のボリュームをオフラインにするには

	
「Storage」タブをクリックし、選択パネルから「Volumes」を選択します。

「Manage Volumes」ページが表示されます。


	
「Action」ドロップダウンメニューをクリックし、「Change Online/Offline Status」を選択します。

「Change Volumes Online/Offline Status」ページが表示されます。


	
「Online Volumes」列から 1 つまたは複数のボリューム名を選択し、矢印ボタンを使用してボリュームを「Offline Volumes」列に移動します。

	
単一矢印ボタンをクリックすると、選択したボリュームのみが移動します。


	
二重矢印ボタンをクリックすると、すべてのボリュームが移動します。





	
「Apply」をクリックします。確認ダイアログボックスが表示され、入力が検証されたことが示されます。


	
「OK」をクリックして、ダイアログボックスを閉じます。


	
「Change Volumes Online/Offline Status」ページで、「OK」をクリックします。

「Manage Volumes」ページが更新されて、ボリュームが「Offline」であることが示されます。このようにならなかった場合は、「Refresh」ボタンをクリックすると、表示をリロードすることができます。







	
注記:

	
処理が完了するまで、「Manage Volumes」ページには「Pending」ステータスが示されることがあります。ボリュームが保留されると、そのボリュームに対してその他のアクションは実行できないことがあります。


	
LTO7 ドライブは LTO5 カートリッジを読み取ることができます。ただし、LTFS-LE では読み取り専用モードがサポートされていません。LTO5 ボリュームを使用している場合に、すべての LTO5 および LTO6 ドライブをオフライン (LTO7 ドライブはオンライン) にすると、LTFS-LE によって自動的に LTO5 ボリュームがオフラインになります。



















LTFS-LE のデフォルトのボリュームプールに対するボリュームの追加または削除

LTFS-LE では、LTFS-LE がデータを格納するために使用できるボリュームが含まれる、デフォルトのボリュームプールを利用します。

LTFS-LE Release 1.0 では、追加のボリュームプールの作成をサポートしていません。デフォルトのボリュームプールでは、混在するボリュームの種類を含めることができます。

ライブラリを作成するときは、LTFS-LE はすべての LTFS-LE フォーマットボリュームを自動的にデフォルトのボリュームプールに追加します。LTFS-LE BUI を使用し、必要に応じて 1 つまたは複数のボリュームを追加または削除することもできます。


デフォルトのボリュームプールへのボリュームの追加

1 つまたは複数のドライブをデフォルトのドライブプールに追加するには

これらの列を使用するには

	
「Settings」タブをクリックし、選択パネルから「Drive Pool Settings」を選択します。

「Drive Pool Settings」ページが表示されます。


	
「Volumes not in Pool」および「Volumes in Pool」列を見つけます。

	
「Volumes not in Pool」列に、デフォルトのボリュームプールに追加するのに適格なボリュームが表示されます。


	
「Volumes in Pool」列には、デフォルトのボリュームプールに含まれているボリュームが含まれます。







	
注記:

ボリュームがこれらの列に表示されるには、オフラインである必要があります。詳細は、ボリュームをオフラインにするを参照してください。









	
「Volumes not in Pool」列から 1 つ以上のボリューム名を選択し、矢印ボタンを使用してボリュームを「Volumes in Pool」列に移動します。

	
単一矢印ボタンをクリックすると、選択したボリュームのみが移動します。


	
二重矢印ボタンをクリックすると、すべてのボリュームが移動します。





	
「Apply」をクリックします。確認ダイアログボックスが表示され、入力が検証されたことが示されます。


	
「OK」をクリックして、ダイアログボックスを閉じます。


	
「Volume Pool Settings」ページで、「OK」をクリックします。確認ダイアログボックスが表示され、ボリュームプール設定が保存されていることが示されます。


	
「OK」をクリックして、ダイアログボックスを閉じます。


	
「Storage」タブをクリックし、選択パネルから「Volumes」を選択します。

「Manage Volumes」ページが表示され、「Volume Pool」列には、ボリュームがデフォルトのボリュームプールに含まれていることが示されます。


	
これらのボリュームの使用を開始するには、オンラインにします。詳細は、ボリュームをオンラインにするを参照してください。









デフォルトのボリュームプールからのボリュームの削除

1 つまたは複数のボリュームをデフォルトのドライブプールから削除するには

	
「Settings」タブをクリックし、選択パネルから「Volume Pool Settings」を選択します。

「Volume Pool Settings」ページが表示されます。


	
「Volumes not in Pool」および「Volumes in Pool」列を見つけます。

	
「Volumes not in Pool」列に、デフォルトのボリュームプールに含まれていないボリュームが表示されます。


	
「Volumes in Pool」列には、デフォルトのボリュームプールに含まれているボリュームが含まれます。







	
注記:

ボリュームがこれらの列に表示されるには、オフラインである必要があります。詳細は、ボリュームをオフラインにするを参照してください。









	
「Volumes in Pool」列から 1 つ以上のボリューム名を選択し、矢印ボタンを使用してボリュームを「Volumes not in Pool」列に移動します。

	
単一矢印ボタンをクリックすると、選択したボリュームのみが移動します。


	
二重矢印ボタンをクリックすると、すべてのボリュームが移動します。





	
「Apply」をクリックします。確認ダイアログボックスが表示され、入力が検証されたことが示されます。


	
「OK」をクリックして、ダイアログボックスを閉じます。


	
「Volume Pool Settings」ページで、「OK」をクリックします。確認ダイアログボックスが表示され、ボリュームプール設定が保存されていることが示されます。


	
「OK」をクリックして、ダイアログボックスを閉じます。


	
「Storage」タブをクリックし、選択パネルから「Volumes」を選択します。

「Manage Volumes」ページが表示され、「Volume Pool」列には、ボリュームがデフォルトのボリュームプールに含まれていないことが示されます。











ボリュームのインポート

次のいずれかの方法を使用して、ボリュームを LTFS-LE ライブラリにインポートします。

	
ACSLS を使用したボリュームのエンター


	
LTFS-LE BUI のエンターアクションを使用したボリュームのエンター






ACSLS を使用したボリュームのエンター

ACSLS を使用してボリュームをエンターするには

	
オペレータが 1 つまたは複数の LTFS-LE 互換ボリュームをライブラリ CAP に挿入します。


	
オペレータは ACSLS の「cmd_proc」を使用して、Oracle LTFS-LE ソフトウェア専用の適切な ACS またはライブラリパーティションにこれらのボリュームを送ります。


	
LTFS-LE は、新しいボリュームを検出し、ボリュームを処理します。


	
LTFS-LE は、新しい各ボリュームの LTFS-LE 互換性をチェックします。ボリュームに互換性がない場合、LTFS-LE はそのボリュームをオフラインにして割り当て解除し、LTFS-LE イベントログにはエラーが記録されます。


	
LTFS-LE は、新しい各ボリュームが LTFS-LE 用にフォーマットされているかどうかをチェックします。

	
ボリュームが LTFS-LE 用にフォーマットされている場合、LTFS-LE はボリュームを LTFS-LE に割り当ててオンラインにし、デフォルトのボリュームプールに追加します。ボリュームおよびファイル情報がグローバル名前空間に追加され、ボリュームが使用可能になります。


	
ボリュームが LTFS-LE 用にフォーマットされていない場合、LTFS-LE はボリュームを未割り当ておよびオフラインのままにします。

これらのボリュームを使用するには、LTFS-LE に割り当てます。ボリュームを割り当てると、LTFS-LE で使用できるように自動的にフォーマットされます。ボリュームの割り当てを参照してください。












LTFS-LE BUI のエンターアクションを使用したボリュームのエンター

LTFS-LE BUI のエンターアクションを使用してボリュームをエンターするには

	
LTFS-LE BUI から、「Storage」タブをクリックし、選択パネルから「Volumes」を選択します。

「Manage Volumes」ページが表示されます。


	
「Action」ドロップダウンメニューをクリックし、「Enter Volume」を選択します。

「Enter Volume」ダイアログボックスが表示されます。


	
エンターするボリュームの ACS、LSM、および CAP 位置を入力します。


	
「OK」をクリックして、LTFS-LE に対してボリュームを検出して処理するように指示するか、または「Cancel」をクリックしてダイアログボックスを終了します。


	
LTFS-LE は、各ボリュームの LTFS-LE 互換性をチェックします。ボリュームに互換性がない場合、LTFS-LE はそのボリュームをオフラインにして割り当て解除し、LTFS-LE イベントログにはエラーが記録されます。


	
LTFS-LE は、各ボリュームが LTFS-LE 用にフォーマットされているかどうかをチェックします。

	
ボリュームが LTFS-LE 用にフォーマットされている場合、LTFS-LE はボリュームを LTFS-LE に割り当ててオンラインにし、デフォルトのボリュームプールに追加します。ボリュームおよびファイル情報がグローバル名前空間に追加され、ボリュームが使用可能になります。


	
ボリュームが LTFS-LE 用にフォーマットされていない場合、LTFS-LE はボリュームを未割り当ておよびオフラインのままにします。

これらのボリュームを使用するには、LTFS-LE に割り当てます。ボリュームを割り当てると、LTFS-LE で使用できるように自動的にフォーマットされます。ボリュームの割り当てを参照してください。














ボリュームのエクスポート

次のいずれかの方法を使用して、LTFS-LE BUI を使用してボリュームを LTFS-LE ライブラリからエクスポートします。

	
ボリュームのイジェクト

ボリュームをイジェクトすると、ボリュームおよびその関連ファイルが LTFS-LE グローバル名前空間から削除されます。


	
ボリュームのボールティング

ボリュームをボールティングすると、ボリュームは LTFS-LE グローバル名前空間内でオフラインのままになり、ボールティングステータスを示します。ボリュームがボールティングされたあと、ボリュームデータがどのような方法でも変更されていない場合は、そのボリュームを LTFS-LE システムに再エンターできます。




どちらの場合でも、先にボリュームをファイナライズすることをお勧めします。

どちらのエクスポート方法でも、LTFS-LE ボリュームフォーマットは維持されるため、Oracle の StorageTek LTFS, Open Edition (LTFS-OE) がインストールされている環境であれば、カートリッジを読み取ることができます。IBM または HP LTFS アプリケーションを使用することもできますが、それらのアプリケーションは LTO6 カートリッジを読み取る場合も読み取らない場合もあります。



ボリュームのファイナライズ

ベストプラクティスとして、ライブラリからエクスポートする前に、必ずボリュームをファイナライズしてください。

ボリュームがファイナライズされると、書き込まれていないメタデータまたは適用されていないファイル削除がボリュームに適用されます。このアクションにより、グローバル名前空間におけるアクションは確実に物理ボリュームに反映されます。

ボリュームをファイナライズするには、次の手順を実行します。

	
「Storage」タブをクリックし、選択パネルから「Volumes」を選択します。


	
ファイナライズするボリュームが「Online」であることを確認します。ボリュームをオンラインにするを参照してください。


	
リストでボリュームをクリックして選択します。


	
「Action」ドロップダウンメニューをクリックし、「Finalize」を選択します。

ボリュームがファイナライズされます。このイベントが LTFS-LE の Dashboard に記録されます。最近のイベントのモニターを参照してください。









ボリュームのイジェクト




	
注記:

ACSLS マウント保存時間 (ボリュームのイジェクト用) をゼロに設定してあることを確認します。詳細は、使用している Oracle StorageTek ACSLS のマニュアルを参照してください。







ボリュームをイジェクトするには、次の手順を実行します。

	
ベストプラクティスとして、イジェクトする前に、ボリュームをファイナライズすることをお勧めします。詳細は、ボリュームのファイナライズを参照してください。


	
ボリュームをオフラインにします。ボリュームをオフラインにするを参照してください。


	
「Storage」タブをクリックし、選択パネルから「Volumes」を選択します。

「Manage Volumes」ページが表示されます。


	
「Action」ドロップダウンメニューをクリックし、「Eject Volume」を選択します。

「Eject Volume」ダイアログボックスが表示されます。


	
「Volume Ejection Parameters」で、イジェクト用の ACS、LSM、および CAP を入力します。


	
「Select Volumes」列で、イジェクトするボリュームをクリックし、矢印ボタンを使用してボリュームを右側の列に移動します。


	
「Apply」をクリックします。


	
確認メッセージが表示されたら、「OK」をクリックします。

ボリュームがイジェクトされると、「Manage Volumes」ページに表示されなくなります。


	
イジェクトされたカートリッジをライブラリ CAP から取り除きます。









ボリュームのボールティング

LTFS-LE では、オフラインストレージ用にボリュームをボールティングできます。

ボリュームをボールティングするには、次の手順を実行します。

	
ベストプラクティスとして、ボリュームをファイナライズすることをお勧めします。詳細は、ボリュームのファイナライズを参照してください。


	
ボリュームをオフラインにします。ボリュームをオフラインにするを参照してください。


	
「Storage」タブをクリックし、選択パネルから「Volumes」を選択します。

「Manage Volumes」ページが表示されます。


	
リストでボリュームをクリックして選択します。


	
「Action」ドロップダウンメニューをクリックし、「Vault Volume」を選択します。

「Vault Volume」ダイアログボックスが表示されます。


	
「Vault Volume Parameters」で、ボールティング用の ACS、LSM、および CAP を入力します。

「Manage Volumes」ページに更新された情報が表示され、ボリュームが「Vault」ステータスを返します。このようにならなかった場合は、「Refresh」ボタンをクリックすると、表示をリロードすることができます。


	
「Select Volumes」列で、ボールティングするボリュームをクリックし、矢印ボタンを使用してボリュームを右側の列に移動します。


	
「Apply」をクリックします。

確認のダイアログボックスが表示されます。


	
「OK」をクリックして、ダイアログボックスを閉じます。


	
「Vault Volume」ダイアログボックスで、「OK」をクリックしてボリュームをボールティングします。

ボリュームがボールティングされると、「Manage Volumes」ページが更新されて、ボリュームに「Vaulted」ステータスが示されます。


	
ボールティングされたカートリッジをライブラリ CAP から取り除きます。

ボリュームがボールティングされたあと、ボリュームデータがどのような方法でも変更されていない場合は、そのボリュームを LTFS-LE システムに再エンターできます。










使用できないボリュームの削除

LTFS-LE では、ステータスが「Unavailable」のボリュームを LTFS-LE BUI およびグローバル名前空間を含め LTFS-LE システムから削除できます。

1 つ以上の使用できないボリュームを削除するには、次の手順を実行します。

	
「Storage」タブをクリックし、選択パネルから「Volumes」を選択します。

「Manage Volumes」ページが表示されます。


	
「Action」ドロップダウンメニューをクリックして、「Delete Unavailable Volumes」を選択します。

「Delete Unavailable Volumes」ページが表示されます。使用できないすべてのボリュームが「Unavailable Volumes」列に表示されます。


	
「Unavailable Volumes」列から 1 つ以上の使用できないボリューム名を選択して、矢印ボタンを使用してこれらのボリュームを「Volumes to Delete」列に移動します。

	
単一矢印ボタンをクリックすると、選択したボリュームのみが移動します。


	
二重矢印ボタンをクリックすると、すべてのボリュームが移動します。





	
「Apply」をクリックします。確認ダイアログボックスが表示され、入力が検証されたことが示されます。


	
「OK」をクリックして、ダイアログボックスを閉じます。

正常に削除されたことを確認する確認ダイアログボックスが表示されます。


	
「OK」をクリックして、ダイアログボックスを閉じます。

「Manage Volumes」ページが表示され、削除されたボリュームはリストに表示されなくなります。













6 LTFS-LE システムのモニター

この章では、LTFS-LE BUI の Dashboard を使用して、LTFS-LE システムをモニターする方法について説明します。次のトピックがあります。

	
Dashboard の概要


	
オンライン容量のモニター


	
ドライブの可用性のモニター


	
ボリュームの可用性のモニター


	
最近のイベントのモニター


	
クリティカルイベントのモニター






Dashboard の概要

LTFS-LE BUI には Dashboard が含まれていて、LTFS-LE ライブラリ、ドライブ、およびボリュームの容量や LTFS-LE イベントログをモニターするために使用されます。

Dashboard を表示するには、LTFS-LE BUI で「Dashboard」タブをクリックします。




	
注記:

LTFS-LE BUI を起動すると、デフォルトで「Dashboard」ページが表示されます。







次の図に Dashboard を示します。


図6-1 LTFS-LE の Dashboard

[image: 図6-1 の説明が続きます]






図6-1 に示すとおり、「Dashboard」は次のペインで構成されます。

	
Online Capacity


	
Drive Availability


	
Volume Availability


	
Critical Events


	
Recent Events









オンライン容量のモニター

次の図に、LTFS-LE の「Dashboard」ページの「Online Capacity」ペインを示します。


図6-2 Online Capacity

[image: 図6-2 の説明が続きます]






図6-2 に示すように、「Online Capacity」ペインには次の情報を示す円グラフが表示されます。

	
「Storage Available」(青色で表示)

現在未使用で LTFS-LE データ格納用に使用可能なボリュームストレージの割合です。マウスをグラフのこの領域の上に置くと、実際のテラバイト (TB) で値が表示されます。


	
「Storage Used」(赤色で表示)

現在使用中のボリュームストレージの割合です。マウスをグラフのこの領域の上に置くと、実際のテラバイト (TB) で値が表示されます。




デフォルトで、グラフにはメディアタイプに関係なく、LTFS-LE ライブラリ内のすべてのボリュームに関するボリューム情報が表示されます。

特定のメディアタイプに関してボリューム情報を表示するようにグラフを調整する場合は、パネルの右上隅にあるメニューをクリックし、次のいずれかのメディアタイプを選択します。

	
LTO-1.5T (Oracle の StorageTek 1.5T バイト LTO カートリッジ)


	
LTO-2.5T (Oracle の StorageTek 2.5T バイト LTO カートリッジ)


	
LTO-6.4T (Oracle の StorageTek 6.4T バイト LTO カートリッジ)


	
T10000T2:

	
Oracle の StorageTek 5T バイト T10000 カートリッジ (T10000C テープドライブでフォーマット)。


	
Oracle の StorageTek 8T バイト T10000 カートリッジ (T10000D テープドライブでフォーマット)。












ドライブの可用性のモニター

次の図に、LTFS-LE の「Dashboard」ページの「Drive Availability」ペインを示します。


図6-3 Drive Availability

[image: 図6-3 の説明が続きます]






図6-3 に示すように、「Drive Availability」ペインにはオンラインおよびオフラインのドライブ数を示す棒グラフが含まれます。

	
「Drives Online Status Count」は青色で表示されます。


	
「Drives Offline Status Count」は赤色で表示されます。







	
注記:

このグラフは、LTFS-LE に割り当てられているドライブについてのみ説明します。ドライブが LTFS-LE に割り当てられていない場合は、「Drives Offline Status Count」に含まれません。












ボリュームの可用性のモニター

次の図に、LTFS-LE の「Dashboard」ページの「Volume Availability」ペインを示します。


図6-4 Volume Availability

[image: 図6-4 の説明が続きます]






図6-4 に示すように、「Volume Availability」ペインにはオンラインおよびオフラインの LTFS-LE ボリューム数を示す棒グラフが含まれます。

	
「Volumes Online Status Count」は青色で表示されます。


	
「Volumes Offline Status Count」は赤色で表示されます。




	
注記:

このグラフは、LTFS-LE に割り当てられているボリュームについてのみ説明します。ボリュームが LTFS-LE に割り当てられていない場合は、「Volume Offline Status Count」に含まれません。















クリティカルイベントのモニター

LTFS-LE BUI の「Critical Events」ペインでは、ただちにシステムとのユーザー対話型操作が必要になる可能性のあるクリティカルな LTFS-LE イベントをモニターすることができます。LTFS-LE システムイベント、ドライブイベント、またはボリュームイベントなどがあり、重要なエラー状態が含まれることがあります。

次の図に「Critical Events」ペインを示します。


図6-5 Critical Events

[image: 図6-5 の説明が続きます]






図6-5 に示すように、「Critical Events」ペインには重要な LTFS-LE システムイベントがリストされ、それらの発生日時が示されます。


リストされるイベント

「Critical Events」ペインには、次のタイプのイベントがリストされます。


クリティカルな LTFS-LE システムイベント

次のタイプの一般 LTFS-LE ドライブイベントを表示できます。

	
LTFS-LE サーバーの警告


	
LTFS-LE サーバーの障害


	
LTFS-LE サーバーのシャットダウン


	
LTFS-LE サーバーのリブート


	
LTFS-LE ジョブの失敗


	
LTFS-LE 接続の問題





クリティカルなドライブイベント

次のタイプの LTFS-LE ドライブイベントを表示できます。

	
LTFS-LE にドライブを追加した


	
LTFS-LE からドライブを削除した


	
LTFS-LE に互換性のないドライブを追加した


	
ドライブ割り当ての更新


	
ドライブとの接続が予期せず失われた





クリティカルなボリュームイベント

次のタイプの LTFS-LE ボリュームイベントを表示できます。

	
LTFS-LE にボリュームを追加した


	
LTFS-LE に互換性のないボリュームを追加した


	
LTFS-LE に未フォーマットのボリュームを追加した


	
ボリューム割り当ての更新


	
ボリュームプール割り当ての問題


	
ボリュームプール容量のウォーターマークの警告


	
ボリュームプール容量の制限の警告


	
ボリュームの非互換性の警告








「Critical Events」リストの編集

次のコントロールを使用して、「Critical Events」リストを編集します。


View

「View」ドロップダウンメニューを使用して、現在のリストをカスタマイズします。このメニューをクリックし、次のいずれかを選択します。

	
Columns

「Show All」を選択してすべての列を表示するか、特定の列を選択して表示するか表示から隠します。


	
Detach

パネルを別のウィンドウで開きます。「Detach」アイコンをクリックしてこのアクションを実行することもできます。


	
Reorder columns

各種の列が表示される順序を指定するために使用できるダイアログボックスを開きます。


	
Query by Example

リストの各列の上にクエリーフィールドを表示します。これらのフィールドを使用して、リストをフィルタします。





Clear Event

イベントを選択して「Clear Event」ボタンをクリックすると、リストからイベントを手動で削除できます。たとえば、修復するためにドライブを LTFS-LE から意図的に削除した場合は、リストからイベントをクリアすることを選択できます。

デフォルトでは、問題が解決するとイベントが自動的にクリアされます。クリアされないイベントは、30 日間リストに残ります。


Query by Example

[image: 「Query by Example」アイコン]

「Query by Example」アイコンをクリックして、リストの「Event Name」列の上で空のクエリーフィールドを表示または非表示にします。このフィールドに値を入力して Enter キーを押すと、リストをフィルタすることができます。このフィールドはデフォルトで表示されます。


Detach

「Detach」をクリックすると、このパネルが別のウィンドウに表示されます。








最近のイベントのモニター

LTFS-LE BUI の「Recent Events」ペインでは、一般 LTFS-LE イベント、ドライブイベント、ボリュームイベントを含む最近の LTFS-LE アクティビティーをモニターすることができます。

次の図に「Recent Events」ペインを示します。


図6-6 Recent Events

[image: 図6-6 の説明が続きます]






図6-6 に示すように、Dashboard の「Recent Events」パネルには LTFS-LE イベントおよびユーザーが開始したイベントの両方がリストされます。このリストには、イベントごとに、関連するユーザーおよびイベントの発生時間が示されます。


リストされるイベント

「Recent Events」ペインには、次のタイプのイベントがリストされます。


一般イベント

次のタイプの一般 LTFS-LE イベントを表示できます。

	
すべてのクリティカルイベント


	
セッションログインおよびログオフの詳細


	
LTFS-LE システム設定の更新


	
LTFS-LE サーバーのシャットダウン


	
LTFS-LE サーバーのリブート


	
スケジュールされたジョブの完了








ドライブイベント

次のタイプの LTFS-LE ドライブイベントを表示できます。

	
ドライブがオンラインになった


	
ドライブがオフラインになった


	
ドライブが LTFS-LE に割り当てられた


	
ドライブが LTFS-LE から割り当て解除された


	
ドライブプール割り当ての更新


	
ドライブプールパラメータの更新








ボリュームイベント

次のタイプの LTFS-LE ボリュームイベントを表示できます。

	
ボリュームがオンラインになった


	
ボリュームがオフラインになった


	
ボリュームが LTFS-LE に割り当てられた


	
ボリュームが LTFS-LE から割り当て解除された


	
ボリュームプール割り当ての更新


	
ボリュームプールパラメータの更新










「Recent Events」リストの編集

次のコントロールを使用して、「Recent Events」リストを編集します。


View

「View」ドロップダウンメニューを使用して、現在のリストをカスタマイズします。このメニューをクリックし、次のいずれかを選択します。

	
Columns

「Show All」を選択してすべての列を表示するか、特定の列を選択して表示するか表示から隠します。


	
Detach

パネルを別のウィンドウで開きます。「Detach」アイコンをクリックしてこのアクションを実行することもできます。


	
Reorder columns

各種の列が表示される順序を指定するために使用できるダイアログボックスを開きます。


	
Query by Example

リストの各列の上にクエリーフィールドを表示します。これらのフィールドを使用して、リストをフィルタします。





Refresh

「Refresh」ボタンをクリックすると、表示がリロードされます。


Query by Example

[image: 「Query by Example」アイコン]

「Query by Example」アイコンをクリックして、リストの「Event Name」および「User Name」列の上で空の表示のクエリーフィールドを表示または非表示にします。これらのフィールドに値を入力して Enter キーを押すと、リストをフィルタすることができます。これらのフィールドはデフォルトで表示されます。


Detach

「Detach」をクリックすると、このペインが別のウィンドウに表示されます。










7 LTFS-LE システム設定の定義

この章では、一般的な LTFS-LE システム設定を定義する方法について説明します。次のトピックがあります。

	
システムプロパティーの設定


	
バックグラウンドのファイル削除タスクのスケジュール


	
LTFS-LE コンポーネント情報の表示


	
ローカル LTFS-LE バックアップのスケジュール






システムプロパティーの設定

LTFS-LE BUI の「System Properties」ページを使用して、一般 LTFS-LE システムプロパティーを設定します。

このページにアクセスするには、「Settings」タブをクリックし、選択パネルから「System Properties」を選択します。

「System Properties」ページには、次の設定が含まれます。

	
Auto Re-discover

デフォルトでは、ライブラリまたはデバイスに変更があった場合、ACSLS は LTFS-LE に自動的に通知をプッシュします。また、ACSLS にこの情報をクエリーすることを LTFS-LE に指示するように「Auto Re-discover」値を設定することもできます。

LTFS-LE が更新されたライブラリおよびデバイス情報を ACSLS にクエリーする頻度を指定する値を分数で入力します。この値は 0 (ゼロ) より大きい必要があります。推奨される値は 24 分です。


	
Resource Timeout

「Resource Timeout」フィールドで、LTFS-LE がボリュームのマウントを待機してから、タイムアウトして要求失敗メッセージが発行されるまでの最大時間を秒数で入力します。この値は 90 秒以上にする必要があります。推奨される値は 300 秒です。


	
Storage Capacity Watermark

最小のボリューム残量を M バイト数で入力します。このウォーターマークに達すると、LTFS-LE はこのボリュームに追加のファイルを書き込めません。この値は 16384M バイト以上にする必要があります。


	
DB (データベース) のバックアップパスも表示されます。

このパスは、BUI と crontab の両方からのデータベースバックアップパス、および BUI からのグローバル名前空間のバックアップパスを表します。

crontab からのグローバル名前空間のバックアップパスは /MetadataBackup です。




終了したら、「Apply」をクリックします。確認ダイアログボックスが表示され、入力が検証されたことが示されます。「OK」をクリックして、このダイアログボックスを閉じます。

「System Properties」ページで、「OK」をクリックして設定をコミットします。






バックグラウンドのファイル削除タスクのスケジュール

ユーザーがファイルを削除すると、LTFS-LE はメタデータを LTFS-LE グローバル名前空間から削除しますが、データは物理ボリュームに残ります。そして、このファイルが含まれるボリュームを次にマウントするときに、バックグラウンドアクティビティーとしてファイルがボリュームから物理的に削除されます。

「Background File Delete」ページでは、この LTFS-LE によるファイル削除の発生タイミングを指定することができます。

このページにアクセスするには、「Settings」タブをクリックし、選択パネルから「Background File Delete」を選択します。

	
次のいずれかを実行します。

	
「Start Time」フィールドで、削除を開始する時間を入力します。たとえば、「3:45 pm」とします。


	
「Select Time」アイコンをクリックして、具体的な削除日時をカレンダーから選択します。





	
「Recurring Frequency」で、次のいずれかのオプションを選択して、この削除タスクが発生する頻度を指定します。

	
毎日


	
毎週


	
毎月


	
毎年





	
「Recur Details」ダイアログボックスが表示されたら、次のいずれかを選択します。

	
頻度が毎週の場合は、ファイル削除が発生する曜日を指定するオプションを選択します。


	
毎月のバックアップの場合は、ファイル削除が発生する日付を指定します。


	
毎年のバックアップの場合は、ファイル削除が発生する日付を指定します。mm/dd/yyyy という形式で日付を入力するか、「Select Date」アイコンをクリックして日付をカレンダーから選択します。





	
「OK」をクリックします。「Recur Details」ダイアログボックスが閉じます。


	
「Background File Delete」ページから、「Apply」をクリックします。確認ダイアログボックスが表示され、入力が検証されたことが示されます。


	
「OK」をクリックして、ダイアログボックスを閉じます。


	
「Background File Delete」ページから、「OK」をクリックします。確認ダイアログボックスが表示され、バックグラウンドのファイル削除のスケジュールが正常に設定されたことが示されます。


	
「OK」をクリックして、ダイアログボックスを閉じます。









LTFS-LE コンポーネント情報の表示

LTFS-LE BUI の「About LTFS-LE」ページを使用して、次の LTFS-LE コンポーネント情報を表示します。

このページにアクセスするには、「Settings」タブをクリックし、選択パネルから「About LTFS-LE」を選択します。

このページには、次の LTFS-LE コンポーネントの情報が表示されます。

	
Product Version


	
BUI Version


	
BackUP Service Version


	
LTFS_COMM Version


	
Global Namespace Version


	
JMS Tape Utilities


	
MySQL Database Data Version


	
MySQL Database Server Version


	
Tape Automation Version


	
Tape Monitor Service


	
Weblogic Server Version









ローカル LTFS-LE バックアップのスケジュール

LTFS-LE BUI の「System Backup」ページでは、LTFS-LE アプリケーションの外部にある LTFS-LE サーバーへの LTFS-LE データベースおよびシャドウ名前空間のローカルバックアップをスケジュールできます。サーバーのバックアップ位置は、LTFS-LE インストール時に定義します。詳細については、『StorageTek Linear Tape File System、Library Edition 計画およびインストールガイド』を参照してください。

このページにアクセスするには、「Settings」タブをクリックし、選択パネルから「System Backup」を選択します。




	
注記:

障害回復の状況でリモートバックアップを実行する方法については、第10章 LTFS-LE のバックアップおよび復元を参照してください。








LTFS-LE システムのバックアップをスケジュールするには、次の手順を実行します。

	
次のいずれかを実行します。

	
「Start Time」フィールドで、バックアップを開始する時間を入力します。たとえば、「3:10 pm」とします。


	
「Select Time」アイコンをクリックして、具体的な日時をカレンダーから選択します。





	
「Recurring Frequency」で、次のいずれかのオプションを選択して、バックアップが発生する頻度を指定します。

	
毎日


	
毎週


	
毎月


	
毎年





	
「Recur Details」ダイアログボックスが表示されたら、次のいずれかを選択します。

	
バックアップが毎週の場合は、バックアップが発生する曜日を指定するオプションを選択します。


	
毎月のバックアップの場合は、バックアップが発生する日付を指定します。


	
毎年のバックアップの場合は、バックアップが発生する日付を指定します。mm/dd/yyyy という形式で日付を入力するか、「Select Date」アイコンをクリックして日付をカレンダーから選択します。





	
「OK」をクリックします。「Recur Details」ダイアログボックスが閉じます。


	
「Apply」をクリックします。確認ダイアログボックスが表示され、入力が検証されたことが示されます。


	
「OK」をクリックして、ダイアログボックスを閉じます。


	
「System Backup」ページで、「OK」をクリックします。確認ダイアログボックスが表示され、バックアップスケジュールが設定されたことが示されます。


	
「OK」をクリックして、ダイアログボックスを閉じます。











8 LTFS-LE BUI ユーザーアクセスの管理

この章では、LTFS-LE BUI へのユーザーアクセスを管理する方法について説明します。次のトピックがあります。

	
アクセス制御およびユーザーの役割


	
「User Management」ページからのユーザーの表示


	
ユーザー管理タスクの実行






アクセス制御およびユーザーの役割

新しい LTFS-LE ユーザーを追加するときは、LTFS-LE BUI で提供される機能へのユーザーアクセスを決定する特定のロールを割り当てます。

管理者が定義できるユーザーの数に制限はありません。ただし、各ユーザーは 1 つのロールのみと関連付けることができます。

次のロールのどれでも割り当てることができます。

	
管理

このロールは、LTFS-LE システムの構成および管理を担当するシステム管理者用に予約されています。すべての LTFS-LE システム機能へのアクセスを提供します。


	
モニター

このロールは、ドライブ、ボリューム、およびシステムリソースをモニターする基本ユーザーに適用されます。LTFS-LE システムへの制限付きアクセスと読み取り専用アクセス権を提供します。


	
サービス

このロールは、サービス担当に適用されます。管理者レベルのアクセスを提供しますが、サービスに固有のログイン資格証明を使用します。このロールには、サービス手続き用に追加のコマンド行インタフェース (CLI) 機能が含まれることがあります。




これらのロールは LTFS-LE BUI アクセスのみに適用されるので注意することが重要です。LTFS-LE へのクライアントレベルアクセスには適用されません。

アクセスできるファイルを定義する機能は、LTFS-LE の制御外におけるデータパスユーザーロールに依存します。顧客は、LTFS-LE へのアクセスと既存のインフラストラクチャー (LDAP、Active Directory、または NIS+).における資格を関連付けることができます。このシナリオでは、ファイルシステムのユーザーは、外部のセキュリティーインフラストラクチャーによって管理されるパスワードで認証されます。これらの戦略の詳細については、適切なネットワークのドキュメントを参照してください。






「User Management」ページからのユーザーの表示

LTFS-LE BUI の「User Management」ページを使用して、ユーザーのリストを表示します。

このページにアクセスするには、「Settings」タブをクリックし、選択パネルから「User Management」を選択します。

次の図に「User Management」ページを示します。


図8-1 LTFS-LE の「User Management」ページ

[image: 図8-1 の説明が続きます]






図8-1 に示すように、「User Management」ページには、すべての LTFS-LE ユーザーログイン名および割り当てられた役割がリストされます。この例では、管理者が 3 人のユーザーを追加しています。






ユーザー管理タスクの実行

LTFS-LE BUI の「User Management」ページの「Action」ドロップダウンメニューを使用して、次のユーザー管理タスクを実行できます。

	
ユーザーを挿入します


	
ユーザーを編集します


	
ユーザーを削除します


	
パスワードを変更します





ユーザーの挿入

新しいユーザーを挿入するには

	
「Settings」タブをクリックし、選択パネルから「User Management」を選択します。

「User Management」ページが表示されます。


	
「User Management」ページから、「Action」ドロップダウンメニューをクリックし、「Insert User」を選択します。

「Insert User」ページが表示されます。


	
「Log in Name」フィールドで、新しいユーザーの名前を入力します。


	
「Password」フィールドで、新しいユーザーのパスワードを入力します。


	
「Confirm Password」フィールドで、パスワードを再入力します。


	
「Role」ドロップダウンメニューをクリックし、次のいずれかを選択します。

	
Admin


	
Monitor


	
Service







	
注記:

これらの役割については、アクセス制御およびユーザーの役割を参照してください。








定義できるユーザーの数には制限がありません。ただし、各ユーザーは 1 つのロールのみと関連付けることができます。


	
「Apply」をクリックします。設定が検証され、「OK」ボタンがアクティブになります。


	
「OK」をクリックして設定をコミットするか、「Cancel」をクリックしてページを終了します。

「OK」をクリックすると、「User Management」ページが表示され、新しいユーザーがリストに表示されます。








ユーザーの編集

ユーザーを編集するには

	
「Settings」タブをクリックし、選択パネルから「User Management」を選択します。

「User Management」ページが表示されます。


	
「User Management」ページのリストから、編集するユーザー名をクリックします。


	
「Action」ドロップダウンメニューをクリックし、「Edit User」を選択します。

「Edit User」ページが表示されます。


	
必要に応じて「Log in Name」および「Role」を編集します。


	
「Apply」をクリックします。設定が検証され、「OK」ボタンがアクティブになります。


	
「OK」をクリックして設定をコミットするか、「Cancel」をクリックしてページを終了します。

「OK」をクリックすると、「User Management」ページが表示され、変更がリストに表示されます。








ユーザーの削除

ユーザーを削除するには

	
「Settings」タブをクリックし、選択パネルから「User Management」を選択します。

「User Management」ページが表示されます。


	
「User Management」ページのリストから、削除するユーザー名をクリックします。


	
「Action」ドロップダウンメニューをクリックし、「Delete User」を選択します。

確認のダイアログボックスが表示されます。


	
「OK」をクリックしてユーザーを削除するか、「Cancel」をクリックして「User Management」ページに戻ります。

「OK」をクリックすると、「User Management」ページが表示され、削除したユーザーがリストに表示されなくなります。








パスワードの変更

パスワードを変更するには

	
「Settings」タブをクリックし、選択パネルから「User Management」を選択します。

「User Management」ページが表示されます。


	
「User Management」ページのリストから、パスワードを変更するユーザー名をクリックします。


	
「Action」ドロップダウンメニューをクリックし、「Change Password」を選択します。

「Password」ページが表示されます。


	
「Old Password」フィールドに、既存のパスワードを入力します。


	
「New Password」フィールドに、新規パスワードを入力します。


	
「Confirm New Password」フィールドに、パスワードを再度入力します。


	
「Apply」をクリックします。入力が検証され、「OK」ボタンがアクティブになります。


	
「OK」をクリックして設定をコミットするか、「Cancel」をクリックしてページを終了します。













9 LTFS-LE クライアントの構成

この章では、Samba (CIFS) ネットワークプロトコルを使用して、LTFS-LE サーバーに Windows または Linux クライアントを接続する方法について説明します。典型的な LTFS-LE クライアント構成の例を示しています。

次のトピックがあります。

	
LTFS-LE サーバーでの Samba の構成


	
LTFS-LE サーバーへのクライアントの接続






LTFS-LE サーバーでの Samba の構成

『Linear Tape File System, Library Edition 計画およびインストールガイド』の説明に従って、Linux オペレーティングシステムのインストールの一環として Samba クライアントおよびサーバーソフトウェアをインストールしたことを確認します。

Samba ソフトウェアをインストールしたら、サーバーでこのソフトウェアを構成するために、次の手順を実行する必要があります。




	
注記:

次に示すのはサンプル構成です。Samba 構成をカスタマイズおよび調整するために使用できる完全な構成手順については、次の場所にある Samba ドキュメントを参照してください。
http://www.samba.org









	
/LTFSLE ディレクトリを指す共有定義エントリを /etc/samba/smb.conf ファイルに追加します。

はじめに元のバックアップを作成することをお勧めします。


# cp /etc/samba/smb.conf /etc/samba/smb.conf.ORIG


	
etc/samba/smb.conf の共有定義エントリを編集します。

例:


#===== Share Definitions =====
 
[LTFSLE]
        comment = Oracle StorageTek Library Tape Filesystem
        path = /LTFSLE
        browseable = yes
        writable = yes
        public = yes
        read only = no
    printable = no
    guest ok = yes
    strict locking = yes
#=============================





	
注記:

上記の例では、LTFSLE 共有定義エントリは、クライアントが接続する共有の名前です。指定されたパスと一致する必要はありません。ただし、パスはサーバー上に存在する必要があります。








	
共有にアクセスする Samba ユーザーを追加します。

次の例では、ユーザー root がパスワード ltfs1234 で追加されます。


# smbpasswd -a root
New SMB password: ltfs1234
Retype new SMB password: ltfs1234


	
次のコマンドを入力して、LTFS-LE サーバーで Samba サーバーサービスを開始します。


# service smb start


次の確認メッセージが表示されます。


Starting SMB services:    [  OK  ]
Starting NMB services:    [  OK  ]


Samba サーバー構成が完了しました。









LTFS-LE サーバーへのクライアントの接続

LTFS-LE では、Windows と Linux の両方のクライアントをサポートします。次のセクションには、Samba (CIFS) ネットワークプロトコルを使用したクライアント接続の例が含まれています。


Windows クライアントの接続

Microsoft Windows には、LTFS-LE サーバー上の /LTFSLE Samba 共有にマップすることができる Samba (CIFS) クライアント機能が含まれています。

このクライアント接続を作成すると、Samba クライアントセッションを使用して、LTFS-LE ライブラリに含まれるファイルにアクセスできます。


Windows クライアントのマッピング

Windows クライアント接続を作成するには

Windows 7 クライアントシステムから、次の手順を実行します。

	
デスクトップから、「コンピューター」アイコンを右クリックし、「ネットワークドライブの割り当て」を選択します。

「ネットワークドライブの割り当て」ダイアログボックスが表示されます。


	
「ドライブ」メニューをクリックし、このクライアント接続用にするドライブ文字を選択します。


	
「フォルダー」フィールドで、LTFS-LE Samba 共有へのパスを次の形式を使用して入力します。

\\servername.domain\share

ここでは:

	
servername.domain は、LTFSLE サーバーへのパスです。


	
share は、LTFS-LE Samba サーバー構成の一部として定義した LTFS-LE 共有名です。LTFS-LE サーバーでの Samba の構成を参照してください。





	
「完了」をクリックします。

「Windows セキュリティ」ダイアログボックスが表示されます。


	
LTFS-LE Samba サーバーの構成時に定義したユーザー名とパスワードを入力します。LTFS-LE サーバーでの Samba の構成を参照してください。


	
「OK」をクリックします。

クライアント接続が、LTFS-LE サーバーの Samba 共有にマップされます。








Samba クライアントセッションタイムアウト値の調整

デフォルトでは、各 Windows Samba クライアントセッションでは、事前に計算された Samba (CIFS) 応答時間の経過後に有効になる、45 秒間の自動タイムアウト期間があります。このタイムアウト値は、Windows レジストリに含まれる SESSTIMEOUT パラメータで指定されます。

LTFS-LE クライアント/サーバー処理で不適切なタイムアウトイベントが発生しないようにするため、SESSTIMEOUT パラメータ値を増やすことをお勧めします。

SESSTIMEOUT 値を増やすには

	
Windows の「スタート」メニューから、「ファイル名を指定して実行」コマンドを選択します。

「ファイル名を指定して実行」ダイアログボックスが表示されます。


	
regedit と入力し、「OK」をクリックします。

「レジストリ エディタ」ウィンドウが表示されます。


	
次のディレクトリに移動します。

\HKEY_LOCAL_MACHINE\SYSTEM\CurrentControlSet\Services\LanmanWorkstation\Parameters\


	
「Parameters」を右クリックし、「新規」、「DWORD (32 ビット) 値」の順に選択します (次の図を参照)。


図9-1 新しい DWORD 値

[image: 図9-1 の説明が続きます]






	
名前を「新しい値 #1」から「SessTimeout」に変更します。


	
「SessTimeout」を右クリックし、「修正」を選択します。

「DWORD (32 ビット) 値の編集」ダイアログボックスが表示されます。


	
「表記」の下で「10 進数」を選択し、「値のデータ」フィールドに整数値を入力します。この値は、新しいクライアントタイムアウト値 (秒数) を表します。

次の例では、この値は 1200 秒 (20) 分に設定されます。


図9-2 「DWORD 値の編集」ダイアログボックス

[image: 図9-2 の説明が続きます]






	
「OK」をクリックします。








Samba クライアントセッションの開始

Samba LTFS-LE クライアントセッションを開始するには

	
Windows で、「コンピューター」アイコンをダブルクリックし、マッピングした Samba 共有 (ドライブ) を探します。


	
Samba 共有を開きます。

「Windows セキュリティ」ダイアログボックスが表示されます。


	
LTFS-LE Samba サーバーの構成時に定義したユーザー名とパスワードを入力し、「OK」をクリックします。

LTFS-LE Samba 共有が開きます。次の図に示すように、ここには LOST+FOUND+VOLUMES フォルダが含まれます。


図9-3 LTFS-LE クライアントの LOST+FOUND+VOLUMES フォルダ

[image: 図9-3 の説明が続きます]






	
LOST+FOUND+VOLUMES フォルダを開いて、LTFS-LE ボリュームフォルダを表示します。次の図に示すように、各フォルダは LTFS-LE ライブラリの LTFS フォーマットボリュームを表します。


図9-4 LTFS-LE クライアントボリューム

[image: 図9-4 の説明が続きます]






	
ボリュームフォルダを開くと、次の図に示すように、そのファイルコンテンツが表示されます。


図9-5 LTFS-LE クライアントファイル

[image: 図9-5 の説明が続きます]






	
個々のファイルをデスクトップにドラッグ&ドロップできます。「Windows セキュリティ」メッセージが表示されたら、「OK」をクリックして先に進みます。







	
注記:

ボリュームフォルダからファイルを直接開くことはできますが、ほかのユーザーのドライブリソースを保全するために、ボリュームフォルダに対するファイルのコピーのみにすることを強くお勧めします。














Linux クライアントの接続

Linux クライアントを構成するには、次の手順を実行します。

	
デフォルトでは、Samba クライアントソフトウェアパッケージは、Linux クライアントシステムにすでにインストールされています。検証では、Linux クライアントシステムから次のコマンドを入力します。


# rpm -qa |grep samba


インストールされたパッケージが表示されます。


samba-common-version.platform
samba-client-version.platform





	
注記:

version および platform は、使用している Linux ディストリビューションによって異なることがあります。










	
注記:

必要などの Samba ソフトウェアパッケージも、オペレーティングシステムをインストールするために使用した Oracle Enterprise Linux x86_64 DVD からインストールできます。








	
Samba 共有のマウントポイントを作成します。例:


# mkdir /mnt/LTFSLE


	
LTFS-LE サーバーからクライアントに LTFSLE 共有をマウントします。例:


# mount -t cifs //LTFSLE-server.domain.com/LTFSLE /mnt/LTFSLE -orw,noacl,rsize=1048576,wsize=1048576


LTFSLE-server.domain.com は、LTFS-LE サーバーの名前です。


	
パスワードのプロンプトで、LTFS-LE サーバー上の Samba 共有にアクセスするためのパスワードを入力します。


	
次のコマンドを入力して、マウントをチェックします。


# mount


次が表示されます。


//LTFSLE-server.domain.com/on /mnt/bohemia-LTFSLE-smb type cifs (rw,mand)


	
次のコマンドを入力して、Samba 共有上のボリュームを表示します。


# ls /mnt/LTFSLE


LTFS-LE の LOST+FOUND+VOLUMES ディレクトリがリストに表示されます。


LOST+FOUND+VOLUMES   S50348   TTC063


このディレクトリには、LTFS-LE フォーマットボリュームごとに別々のサブディレクトリが含まれます。これらのディレクトリに対してファイルを出し入れすることができます。




	
注記:

ボリュームフォルダからファイルを直接開くことはできますが、ほかのユーザーのドライブリソースを保全するために、ボリュームフォルダに対するファイルのコピーのみにすることを強くお勧めします。









	
オプションで、便宜的ロックを無効にします。

Linux Samba クライアント上で、大きいファイルまたは複数の小さいファイルをテープボリュームにデータ転送すると、接続がリセットされる (I/O エラーが発生する) 可能性があります。この問題を修正するには、Linux Samba クライアントマシン上で次のコマンドを実行して、Linux Samba クライアント上の便宜的ロックを無効にします。


# echo 0 > /proc/fs/cifs/OplockEnabled


デフォルトに戻るには、次のコマンドを発行します。


# echo 1 > /proc/fs/cifs/OplockEnabled





	
注記:

Samba サーバー (LTFS-LE サーバー) 上でアクションを実行する必要はありません。



















10 LTFS-LE のバックアップおよび復元

この章では、LTFS-LE システムをバックアップおよび復元する方法について説明します。次のトピックがあります。

	
概要


	
バックアップディレクトリの作成


	
LTFS-LE のバックアップ


	
LTFS-LE の復元






概要

バックアップおよび復元手順では、MySQL データベースおよびグローバル名前空間のメタデータを含む LTFS-LE 1.0.x 製品をバックアップ、アンインストール、再インストール、および復元するために従う手順の概要について説明します。この手順は、システム全体のエラーまたは障害が発生したときにも使用できます。

復元手順には、オペレーティングシステムおよび LTFS-LE 製品コンポーネント (システム全体のエラー) の完全な再インストールが含まれる場合があります。復元手順は、オペレーティングシステムを再インストールしないで実行できる場合もあります。この回復プロセスは、既存のシステムおよびプラットフォームのデータベースおよびグローバル名前空間のメタデータについて、現在のシステムの外部で維持される完全なバックアップが保存されていることに依存します。

この手順は、ハードウェア、ライブラリ構成、およびボリュームセットが変更されていない完全な LTFS-LE バックアップおよび復元にのみ当てはまります。その他の回復タイプでは、完全性およびポイントインタイム回復のサービスレベル目標のレベルに応じて手順が異なります。




	
注記:

回復レベルの想定が復元しているバックアップの時間にのみ依存することは非常に重要です。たとえば、データベースのバックアップが午前 1:14 に作成されたとします。この時間以降にデータベースに対する変更は、REDO ログに格納されるため、システムの完全な損失 (障害) が発生すると失われてしまいます。










	
注記:

データベースの回復が完了する前に、製品の新しい更新またはバージョンを導入することはできません。そうしないと、結果が予期しないものになるという不要なリスクがもたらされ、製品またはプラットフォームが不安定でサポート不可能になることがあります。













バックアップディレクトリの作成

LTFS-LE 1.0.x MySQL データベースおよび LTFS-LE 1.0.x グローバル名前空間のメタデータのバックアップは、LTFS-LE システムの外部で自動化および格納する必要があります。手順は次のとおりです。

	
外部の NFS マウントポイントを用意し、ディスク領域およびバックアップローテーションを管理します。

エクスポートされた NFS マウントポイントの例:


/mnt/backups





上の例で、backups はバックアップディレクトリの名前であり、この章の例で使用します。


	
LTFS-LE BUI でシステム外にある外部の NFS マウントポイントを構成し、最低でも日次でシステムバックアップをスケジュールします。









LTFS-LE のバックアップ

LTFS-LE コンポーネントの既知のポイントインタイムバックアップに対して、次を実行します。


# /var/opt/mysql/mysql/scripts/backupDBAndMetadata.sh /mnt/backups


出力例:


/backups/LtfsleDB_SLV_Backup_1370896815.cur
/backups/LTFS-LE-metadata_Backup_1370896816.tar






LTFS-LE の復元

	
実行する必要がある復元のタイプに応じて、次のいずれかを選択します。

	
オペレーティングシステムおよび LTFS-LE コンポーネントを完全に再インストールします (システムエラーまたは障害が発生したとき)。

詳細については、『 StorageTek Linear Tape File System, Library Edition 1.0 計画およびインストールガイド』を参照してください。


	
LTFS-LE アンインストールプログラムを実行して、LTFS-LE コンポーネントを再インストールします (オペレーティングシステムは再インストールしない)。




	
注記:

このオプションは、既存のシステムおよびプラットフォームのデータベースおよびグローバル名前空間のメタデータについて、現在のシステムの外部で維持される完全なバックアップが保存されていることに依存します。








詳細は、『StorageTek Linear Tape File System, Library Edition 1.0 計画およびインストールガイド』の「LTFS-LE のアンインストール」を参照してください。

(LTFS-LE のバックアップ後に) LTFS-LE をアンインストールするには、ダウンロードディレクトリに移動して、次のアンインストールスクリプトを実行します。


manageLtfsleServices -t
manageLtfsleServices -i





	
注記:

manageLtfsleServices -i コマンドの出力を調べて、すべての LTFS-LE サービスが終了していることを確認します。終了している場合、アンインストールスクリプトに進みます。終了していない場合、システムをリブートしてから、手順 1 で始まるアンインストールプロセスを再開します。








./uninstallLTFSLE.sh





	
LTFS-LE 1.0.x の新規インストールを完了します。




	
注記:

データベースの回復が完了する前に、製品の新しい更新またはバージョンを導入することはできません。そうしないと、結果が予期しないものになるという不要なリスクがもたらされ、製品またはプラットフォームが不安定でサポート不可能になることがあります。








はじめてのインストールの場合と同様に、『StorageTek Linear Tape File System, Library Edition 1.0 計画およびインストールガイド』に従います。LTFS-LE をすでにバックアップしてある場合は、オペレーティングシステムをインストールする必要はありません。


	
LTFS-LE プロセスの最後の再起動後、すべての LTFS-LE 1.0.x Linux サービスをシャットダウンします。


# /var/opt/Oracle/LTFS_LE/bin/manageLtfsleServices –t


	
LTFS-LE 1.0.x サービスがシャットダウンしていることを検証します。


# /var/opt/Oracle/LTFS_LE/bin/manageLtfsleServices –i


	
ファイルの日付と時間を保持している外部のマウントポイントから、MySQL データベースおよびグローバル名前空間の最新のバックアップをコピーします。次の例に示すように、ローカルの一時ディレクトリ (例: tmp/database) に対して -p (元の日付スタンプとタイムスタンプを保持) を使用します。


mkdir /tmp/database
cp -pr /backups/* /tmp/database


	
データベースが適切なタイミングよりも早く起動しないように、すべての LTFS-LE サービスを無効にします。


# /var/opt/Oracle/LTFS_LE/bin/manageLtfsleServices –d


	
MySQL データベースを復元します。


# /var/opt/mysql/mysql/scripts/restoreDB.sh /tmp/database


	
新しい MySQL 1.0 データベースを強制的にバックアップします。


# /var/opt/mysql/mysql/scripts/backupDB.sh /backups


出力例:


/backups/LtfsleDB_SLV_Backup_1366311254.cur


	
システムの外部で維持されている TAR イメージバックアップから、LTFS-LE 1.0.x グローバル名前空間のメタデータを復元します。

例:


# cd /
# tar -xvpf /tmp/database/LTFS-LE-metadata_Backup_1363958591.tar


	
以前に無効にしたすべての LTFS-LE 1.0.x Linux サービスを有効にします。


# /var/opt/Oracle/LTFS_LE/bin/manageLtfsleServices -a


	
次のどちらかのコマンドを使用してシステムを再起動します。

	
# reboot -n


	
# shutdown -n X -r

ここで、X はシステムがリブートするまでの時間 (分) です。







	
注記:

追加のオプションについては、# shutdown --help と入力してください。








	
すべてのサービスがすぐに (起動後 3 - 8 分で) 開始していることを検証します。


# /var/opt/Oracle/LTFS_LE/bin/manageLtfsleServices -i


	
LTFS-LE BUI を使用して「Storage」タブに移動し、データベースのデータが復元されていることを検証します。

LTFS-LE ソフトウェアは、再起動したときに自動再検出を自動的に実行します。ドライブがオンラインであること、およびボリュームが最後のバックアップを作成したときと同じ状態であることを検証します。











11 トラブルシューティング

この章には、LTFS-LE システムのトラブルシューティングに役立つ情報が含まれています。次のトピックがあります。

	
ファイルシステムチェックのタイムアウトによるボリューム処理エラー


	
ログのローテーションおよび孤立したログ


	
使用できないボリュームの処理


	
保留状態のドライブの処理


	
Linux のコマンドおよびユーティリティー






ファイルシステムチェックのタイムアウトによるボリューム処理エラー

ライブラリ検出中に、LTFS-LE は各ボリュームを処理します。このプロセスの一部として、LTFS-LE はファイルシステムのチェックを実行します。

場合によっては、ファイルシステムチェックのタイムアウトが原因で、ボリュームが処理されないことがあります。これは、次の図に示すように、LTFS-LE BUI の「Dashboard」ページに表示される「Recent Events」ペインで示されます。


図11-1 ファイルシステムチェックのタイムアウト

[image: 図11-1 の説明が続きます]






図11-1 に示すように、ボリューム F52268 のファイルシステムチェックは、2 時間以上続く自動処理イベントが原因で失敗しました。

これは、表示上部近くの次のイベントエントリで示されています。


Volume F52268 auto processing complete.
Dismount File System for Volume F52268 failed.
Check the system for volume F52268 failed.
Dismount File System for Volume F52268 failed.


この状況が発生した場合は、次の手順を実行してボリュームを再処理します。

	
LTFS-LE サーバーにログインし、次のコマンドを発行して、ファイルシステムチェック (ltfsck) コマンドが実行中のままであるかどうかをチェックします。


[root@ltfssrv LTFS_LE_TUTILS]# ps -elf | grep ltfsck


出力例:


0 S root     30029 29971  0  78   0 - 16485 wait   13:12 pts/12   00:00:00 sh -c /usr/local/bin/ltfsck  -e orcltape /dev/st0 2>&1

4 S root     30030 30029  0  75   0 - 12804 sg_ioc 13:12 pts/12   00:00:00 /usr/local/bin/ltfsck -e orcltape /dev/st0

0 S root     30032 28601  0  78   0 - 15293 pipe_w 13:13 pts/18   00:00:00 grep ltfsck


	
実行中の ltfsck プロセスがないことを確認したら、ACSLS を使用してボリュームをマウント解除します。


	
ボリュームを ACSLS から正常にマウント解除したら、LTFS-LE BUI を使用してボリュームをイジェクトします。ボリュームのイジェクトを参照してください。


	
ボリュームが正常にイジェクトされたら、LTFS Open Edition (LTFS-OE) がインストールされているスタンドアロンサーバーにボリュームを移します。


	
次のいずれかのファイルシステムチェック (ltfsck) コマンドを発行して、ボリュームをマウントしたドライブに対して手動のファイルシステムチェックを実行します。


/usr/local/bin/ltfsck –e orcltape /dev/st?
/usr/local/bin/ltfsck –e ibmtape /dev/IBMTape?
/usr/local/bin/ltfsck –e ltotape /dev/st?


st? または IBMTape? は、実際のドライブ識別子で置き換えます。

使用可能なコマンドオプションのリストについては、LTFS Open Edition の README を参照してください。


	
ltfsck コマンドが成功したら、ボリュームをライブラリに再導入できます。ACSLS を使用したボリュームのエンターを参照してください。


	
LTFS-LE の自動処理が完了するまで待ってから、このボリュームを使い始めます。









ログのローテーションおよび孤立したログ

通常どおり機能するあらゆるソフトウェアシステムと同様に、LTFS-LE は内蔵ドライブに保持されるロギング情報を生成します。

LTFS-LE では、標準の Linux ログローテーション機能を利用して、扱いやすいサイズでディスク使用率を維持しながら、最新の情報を提供することにより、サービス担当者が問題をデバッグできるようにします。ログが一定のサイズに達すると、ローテーションされて、古いログが削除されます。

ディスク領域を細かく管理するため、サービス担当者はシステムに保持されるログ数の変更を選択することもできます。これにより、古い孤立したログが保持されたままローテーションされない事態が発生する可能性があります。このような状況では、サービス担当者は孤立したログを手動で削除することをお勧めします。これらのログは、古くなったタイムスタンプで識別され、新しいログローテーション値よりも大きくなっています。






使用できないボリュームの処理

ボリュームが LTFS-LE BUI の「Manage Volumes」ページで「グレー」表示される場合、このボリュームは使用不可であることを示しています。

次の図は、強調表示されたボリューム (ISR932) がグレー表示された LTFS-LE BUI の「Manage Volumes」ページを示しています。


図11-2 使用できないボリューム

[image: 図11-2 については、周囲のテキストで説明しています。]



この状況は、次の理由で発生する可能性があります。

	
ユーザーがライブラリを開き、ボリュームメディアを物理的に削除しました。ライブラリが手動で再検出されるか自動的に再検出されると、LTFS-LE は ACSLS と同期が取れなくなります。LTFS-LE は、削除されたボリュームをデータベース内で使用不可としてマークし、ボリュームは LTFS-LE BUI でグレー表示されます。


	
LTFS-LE ソフトウェアがテープまたはテープドライブでエラーを解決できません。ボリュームはドライブに残りますが、LTFS-LE はボリュームをデータベース内で使用不可としてマークし、ボリュームは LTFS-LE BUI でグレー表示されます。




どちらの場合も、問題を修正するためには手動による介入が必要であることを示すエラーメッセージが LTFS-LE の Dashboard に表示されます。

この状況が発生した場合、次の手順を実行して、LTFSLE データベースからボリュームを削除します。

	
LTFSLE BUI 内の「Manage Volumes」ページから、グレー表示された使用できないボリュームのボリュームシリアル番号を記録します。


	
root ユーザーとして LTFSLE サーバーにログインします。


	
次のコマンドを発行して、LTFS-LE bin ディレクトリに移動します。

# cd /var/opt/Oracle/LTFS_LE/bin


	
次のコマンドを発行して、LTFS-LE CLI ツールを実行します。

# java -jar LTFSLE_FixTool.jar


Command List.                                                                      
.                                                                                  
       1. chgdrvpendingsta command.                                                
.                                                                                  
               Usage: chgdrvpendingsta <Drive serial number>                       
               Example 1: chgdrvpendingsta 576001000419                            
               Example 2: chgdrvpendingsta 576001000421                            
       2. delunavailablevol command.                                               
.                                                                                  
               Usage: delunavailablevol <Volume serial number>                     
               Example 1: delunavailablevol ISR401                                 
               Example 2: delunavailablevol ISR402                                 
.                                                                                  
       3. quit.                                                                    
.                                                                                  
ltfs>                                                                              
.                           


	
手順 1 で記録したボリュームシリアル番号を指定して、グレー表示されたボリュームに対して delunavailablevol コマンドを実行します。

例:


ltfs> delunavailablevol ISR213                                                     
.                                                                                  
Unavailable volume <ISR213> is deleted successfully!                               
.                                                   


	
次のコマンドを発行して、LTFS-LE CLI ツールを終了します。

ltfs> quit


	
次のコマンドを発行して、LTFS-LE サービスを停止します。

# /var/opt/Oracle/LTFS_LE/bin/manageLtfsleServices -t


	
次の一連のコマンドを発行して、バックエンド LTFS ファイルシステムがまだマウントされているかどうかを確認してから、すべてのファイルシステムをマウント解除します。LTFS プロセスが完了するまで待ちます。

# mount | grep -i LTFS_LE

# dismount -f <LTFS mount point>

# ps -elf | grep "/usr/local/bin/ltfs"


	
次の一連のコマンドを発行して、マウントされたボリュームがあるドライブを特定して、ボリュームを巻き戻してしてロック解除します。

# sg_inq /dev/st?

# mt -f /dev/st? rewind

# mt -f /dev/st? unlock


	
ファイルシステムチェック (ltfsck) コマンドを使用して、ボリュームのファイルシステムを修復します。使用可能なコマンドオプションのリストについては、LTFS Open Edition の README を参照してください。

このアクションが失敗した場合、LTFS Open Edition ソフトウェアがインストールされたスタンドアロンシステムから ltfsck コマンドを発行します。


	
ACSLS を使用して、ドライブからボリュームを手動で削除して、ライブラリからイジェクトします。強制オプションを使用します。


	
次のコマンドを発行して、LTFS-LE サービスを再起動します。

# /var/opt/Oracle/LTFS_LE/bin/manageLtfsleServices -s


	
次のコマンドを発行して、すべての LTFS-LE サービスが実行中であることを確認します。

# /var/opt/Oracle/LTFS_LE/bin/manageLtfsleServices -i


	
ファイルシステムを修復したボリュームをライブラリに再エンターします。









保留状態のドライブの処理

特定のタイプのすべてのドライブ (たとえば、すべての T10000C ドライブ) をオフラインにするときは、最初にそのタイプのすべてのメディアをオフラインにすることが重要です。そうしない場合、次の図に示すように、そのドライブタイプと一致する最後のドライブが、LTFS-LE BUI の「Manage Drives」ページの「Availability」で「Pending」状態のままになることがあります。


図11-3 保留状態のドライブ

[image: 図11-3 については、周囲のテキストで説明しています。]



図11-3 に示すように、強調表示されたドライブ (579001000425) は、「Availability」に「Pending」状態と表示され、使用できません。

この状況が発生した場合、次の手順を実行して、ドライブを「Pending」状態からクリアします。

	
LTFSLE BUI の「Manage Drives」ページから、「Pending」状態になっているドライブのドライブシリアル番号を記録します。


	
root ユーザーとして LTFSLE サーバーにログインします。


	
次のコマンドを発行して、LTFS-LE bin ディレクトリに移動します。

# cd /var/opt/Oracle/LTFS_LE/bin


	
次のコマンドを発行して、LTFS-LE CLI ツールを実行します。

# java -jar LTFSLE_FixTool.jar


Command List.                                                                      
.                                                                                  
       1. chgdrvpendingsta command.                                                
.                                                                                  
               Usage: chgdrvpendingsta <Drive serial number>                       
               Example 1: chgdrvpendingsta 576001000419                            
               Example 2: chgdrvpendingsta 576001000421                            
       2. delunavailablevol command.                                               
.                                                                                  
               Usage: delunavailablevol <Volume serial number>                     
               Example 1: delunavailablevol ISR401                                 
               Example 2: delunavailablevol ISR402                                 
.                                                                                  
       3. quit.                                                                    
.                                                                                  
ltfs>                                                                              
.                           


	
手順 1 で記録したシリアル番号を指定して、「Pending」状態のドライブに対して chgdrvpendingsta コマンドを実行します。

例:


ltfs> chgdrvpendingsta HU1104ETMM
.
Drive Status was set to Offline state if previous state is Pending.(Current        @ Status is Offline.)
.
ltfs>
.


	
次のコマンドを発行して、LTFS-LE CLI ツールを終了します。

ltfs> quit


	
次のコマンドを発行して、LTFS-LE サービスを停止します。

# /var/opt/Oracle/LTFS_LE/bin/manageLtfsleServices -t


	
次のコマンドを発行して、LTFS-LE サービスを再起動します。

# /var/opt/Oracle/LTFS_LE/bin/manageLtfsleServices -s









Linux のコマンドおよびユーティリティー

次の Linux のコマンドおよびユーティリティーは、LTFS-LE サーバーの問題をトラブルシューティングするときに役立つことがあります。


LTFS-LE サービスの管理

次のコマンドを発行して、LTFS-LE サービスを起動、停止、または無効化したり、LTFS-LE サービスに関する情報を表示したりします。


コマンド

/var/opt/Oracle/LTFS_LE/bin/manageLtfsleServices [-h] [-s] [-t] [-i] [-r] [-a] [-d] [-l]

-h はこの (ヘルプ) メッセージを表示します

-s は LTFS-LE サービスを起動します

-t は LTFS-LE サービスを終了/停止/シャットダウンします

-i は情報/ステータスの LTFS-LE サービスを表示します

-r は、将来のサービス利用のため予約されています

-a は LTFS-LE サービスを追加します

-d は LTFS-LE サービスを削除/無効化します

-l はサービスの名前を起動順にリストします


サンプル出力

次は、このコマンドに -i オプションを指定したときのサンプル出力です。


Wed Jul 17 17:18:56 MDT 2013 - INFO: Beginning Management of LTFS-LE Services...
Wed Jul 17 17:18:56 MDT 2013 - INFO: Statusing LTFS-LE MySQL Replication Master: LTFS-LE MySQL Replication Master instance is up and running, pid=6225...
Wed Jul 17 17:18:56 MDT 2013 - INFO: Statusing LTFS-LE MySQL Replication Slave: LTFS-LE MySQL Replication Slave instance is up and running, pid=6282...
Wed Jul 17 17:18:56 MDT 2013 - INFO: Statusing LTFS-LE Global Namespace Service: INFO: LTFS-LE Global Namespace Service filesystem is mounted and available, filesystem(s)=/mnt/LTFS_LE/metadata on /LTFSLE type LTFS_LE (rw,dir=/mnt/LTFS_LE/metadata/,debug=1)...
Wed Jul 17 17:18:56 MDT 2013 - INFO: Statusing LTFS-LE Weblogic Application Server: INFO: LTFS-LE Weblogic Server process is up and running, pid(s)=6496...
Wed Jul 17 17:18:56 MDT 2013 - INFO: Statusing LTFS-LE Backup Service: LTFS-LE Backup Service instance is up and running, pid=6763...
Wed Jul 17 17:18:56 MDT 2013 - INFO: Statusing LTFS-LE Tape Automation Service: INFO: LTFS-LE Tape Automation Main Service process is up and running, pid(s)=6977...
Wed Jul 17 17:18:56 MDT 2013 - INFO: Statusing LTFS-LE Tape Monitor Service: LTFS-LE Tape Automation Monitor Service process is up and running, pid(s)=7014...
Wed Jul 17 17:18:56 MDT 2013 - INFO: Statusing LTFS-LE JMS Utils Service: INFO: LTFS-LE JMS Tape Utils Service process is up and running, pid(s)=7114...
Wed Jul 17 17:18:56 MDT 2013 - INFO: Statusing LTFS-LE Comm Service: INFO: LTFS-LE Comm Service process is up and running, pid(s)=7249...
Wed Jul 17 17:18:56 MDT 2013 - INFO: Finishing Management of LTFS-LE Services...



次は、このコマンドに -l オプションを指定したときのサンプル出力です。


Wed Jul 17 17:19:25 MDT 2013 - INFO: Beginning Management of LTFS-LE Services...
Wed Jul 17 17:19:25 MDT 2013 - INFO: LTFS-LE Linux service name:        ltfs-mysql-master
Wed Jul 17 17:19:25 MDT 2013 - INFO: LTFS-LE Linux service name:        ltfs-mysql-slave-local
Wed Jul 17 17:19:25 MDT 2013 - INFO: LTFS-LE Linux service name:        ltfsle-global-namespace
Wed Jul 17 17:19:25 MDT 2013 - INFO: LTFS-LE Linux service name:        ltfsle-weblogic-server
Wed Jul 17 17:19:25 MDT 2013 - INFO: LTFS-LE Linux service name:        ltfs-backup-service
Wed Jul 17 17:19:25 MDT 2013 - INFO: LTFS-LE Linux service name:        ltfsle-tape-automation
Wed Jul 17 17:19:25 MDT 2013 - INFO: LTFS-LE Linux service name:        ltfsle-tape-monitor
Wed Jul 17 17:19:25 MDT 2013 - INFO: LTFS-LE Linux service name:        ltfsle-jmsutils
Wed Jul 17 17:19:25 MDT 2013 - INFO: LTFS-LE Linux service name:        ltfsle-comm
Wed Jul 17 17:19:25 MDT 2013 - INFO: Finishing Management of LTFS-LE Services.





Linux システム上のドライブのリスト

次のコマンドを発行して、ベンダー、モデル、デバイスパス、ファームウェアバージョンなどのドライブ情報を取得します。


コマンド

# lsscsi -g | grep tape


サンプル出力


[7:0:0:0]    tape    STK      T10000C          1.57  /dev/st0  /dev/sg2
[7:0:1:0]    tape    STK      T10000C          1.57  /dev/st1  /dev/sg3
[7:0:2:0]    tape    HP       Ultrium 5-SCSI   I3CS  /dev/st2  /dev/sg4
[7:0:3:0]    tape    HP       Ultrium 5-SCSI   I59S  /dev/st3  /dev/sg5
[7:0:4:0]    tape    IBM      ULTRIUM-TD5      B173  -         /dev/sg6
[7:0:5:0]    tape    IBM      ULTRIUM-TD5      BBN2  -         /dev/sg7
[7:0:6:0]    tape    HP       Ultrium 5-SCSI   I59S  /dev/st4  /dev/sg8
[7:0:7:0]    tape    IBM      ULTRIUM-TD5      BBN2  -         /dev/sg9
[7:0:8:0]    tape    STK      T10000D          406.  /dev/st5  /dev/sg10
[7:0:9:0]    tape    STK      T10000D          406.  /dev/st6  /dev/sg11
#



コマンド

# cat /proc/scsi/scsi


サンプル出力


Attached devices:
Host: scsi0 Channel: 00 Id: 00 Lun: 00
  Vendor: SEAGATE  Model: ST973402SSUN72G  Rev: 0603
  Type:   Direct-Access                    ANSI SCSI revision: 05
Host: scsi0 Channel: 00 Id: 01 Lun: 00
  Vendor: SEAGATE  Model: ST973402SSUN72G  Rev: 0603
  Type:   Direct-Access                    ANSI SCSI revision: 05
Host: scsi7 Channel: 00 Id: 00 Lun: 00
  Vendor: STK      Model: T10000C          Rev: 1.57
  Type:   Sequential-Access                ANSI SCSI revision: 05
Host: scsi7 Channel: 00 Id: 01 Lun: 00
  Vendor: STK      Model: T10000C          Rev: 1.57
  Type:   Sequential-Access                ANSI SCSI revision: 05
Host: scsi7 Channel: 00 Id: 02 Lun: 00
  Vendor: HP       Model: Ultrium 5-SCSI   Rev: I3CS
  Type:   Sequential-Access                ANSI SCSI revision: 06
Host: scsi7 Channel: 00 Id: 03 Lun: 00
  Vendor: HP       Model: Ultrium 5-SCSI   Rev: I59S
  Type:   Sequential-Access                ANSI SCSI revision: 06
Host: scsi7 Channel: 00 Id: 04 Lun: 00
  Vendor: IBM      Model: ULTRIUM-TD5      Rev: B173
  Type:   Sequential-Access                ANSI SCSI revision: 06
Host: scsi7 Channel: 00 Id: 05 Lun: 00
  Vendor: IBM      Model: ULTRIUM-TD5      Rev: BBN2
  Type:   Sequential-Access                ANSI SCSI revision: 06
Host: scsi7 Channel: 00 Id: 06 Lun: 00
  Vendor: HP       Model: Ultrium 5-SCSI   Rev: I59S
  Type:   Sequential-Access                ANSI SCSI revision: 06
Host: scsi7 Channel: 00 Id: 07 Lun: 00
  Vendor: IBM      Model: ULTRIUM-TD5      Rev: BBN2
  Type:   Sequential-Access                ANSI SCSI revision: 06
Host: scsi7 Channel: 00 Id: 08 Lun: 00
  Vendor: STK      Model: T10000D          Rev: 406.
  Type:   Sequential-Access                ANSI SCSI revision: 05
Host: scsi7 Channel: 00 Id: 09 Lun: 00
  Vendor: STK      Model: T10000D          Rev: 406.
  Type:   Sequential-Access                ANSI SCSI revision: 05
#





 IBM テープデバイスのリスト

次のコマンドを発行して、IBM テープデバイスの番号とドライババージョンをリストします。


コマンド

# cat /proc/scsi/IBMtape


サンプル出力


lin_tape version: 1.76.0
lin_tape major number: 252
Attached Tape Devices:
Number  model       SN                HBA             SCSI           FO Path
0       ULTRIUM-TD5 1068008446        lpfc            7:0:4:0        NA
1       ULTRIUM-TD5 9068800738        lpfc            7:0:5:0        NA
2       ULTRIUM-TD5 9068800775        lpfc            7:0:7:0        NA
#





ドライブ通信の判断

このコマンドを発行して、ドライブが通信しているかどうかを判断します。ドライブのシリアル番号も返されます。


コマンド

# sg_inq /dev/sg3


サンプル出力


standard INQUIRY:
  PQual=0  Device_type=1  RMB=1  version=0x05  [SPC-3]
  [AERC=0]  [TrmTsk=0]  NormACA=0  HiSUP=0  Resp_data_format=2
  SCCS=0  ACC=0  TPGS=1  3PC=0  Protect=1  BQue=0
  EncServ=0  MultiP=1 (VS=0)  [MChngr=0]  [ACKREQQ=0]  Addr16=0
  [RelAdr=0]  WBus16=0  Sync=0  Linked=0  [TranDis=0]  CmdQue=0
  [SPI: Clocking=0x0  QAS=0  IUS=0]
    length=74 (0x4a)   Peripheral device type: tape
 Vendor identification: STK
 Product identification: T10000C
 Product revision level: 1.57
 Unit serial number: 576001000504
#





ドライブのステータスの表示

このコマンドを発行して、現在のドライブのステータス詳細を取得します。


コマンド

# mt -f /dev/st2 status


サンプル出力


SCSI 2 tape drive:
File number=0, block number=0, partition=0.
Tape block size 0 bytes. Density code 0x4c (no translation).
Soft error count since last status=0
General status bits on (41010000):
 BOT ONLINE IM_REP_EN
#





LTFS-LE エラーメッセージの表示

このコマンドを発行して、LTFS-LE エラーメッセージを検索します。


コマンド

# view /var/log/messages


サンプル出力


Search for "LTFS" and "ltfs"
#





LTFS-LE ドライブダンプのリスト

LTFS-LE ドライブダンプは /var/log にあります。


コマンド

# ls /var/log/ltfs*


サンプル出力


# ls /var/log/ltfs*
/var/log/ltfs_20130522_063813_HU1246T79Y.ltd  /var/log/ltfs_20130610_094800_HU1246T79Y.ltd
/var/log/ltfs_20130522_083536_HU1246T79Y.ltd  /var/log/ltfs_20130610_094828_HU1246T7B4.ltd
/var/log/ltfs_20130522_093815_HU1246T79Y.ltd  /var/log/ltfs_20130610_144131_HU19477N8F.ltd
/var/log/ltfs_20130523_114650_HU1246T7B4.ltd  /var/log/ltfs_2013_0610_144600.dmp
/var/log/ltfs_20130523_114917_HU1246T7B4.ltd  /var/log/ltfs_2013_0610_144600_f.dmp
#





/var/log/messages で詳細な SCSI トレースの取得

この一連のコマンドを発行して、SCSI トレースを取得します。


コマンドおよびサンプル出力

現在のレベルを表示します。


# sysctl dev.scsi.logging_level
dev.scsi.logging_level = 0


レベル 128 でない場合は、レベル 128 を有効にします。


# sysctl -w dev.scsi.logging_level=128
dev.scsi.logging_level = 128


短時間で非常に詳細な SCSI ロギングを行う場合は、レベル -1 を有効にします。


# sysctl -w dev.scsi.logging_level=-1
dev.scsi.logging_level = -1


ログ出力は /var/log/messages にあります。






Oracle Enterprise Linux (OEL) のバージョンの表示

このコマンドを発行して、現在実行中の OEL のバージョンに関する情報を表示します。


コマンド

# uname -a && cat /etc/*release


サンプル出力


Linux busch.central.sun.com 2.6.18-194.el5 #1 SMP Tue Mar 16 21:52:39 EDT 2010 x86_64 x86_64 x86_64 GNU/Linux
Red Hat Enterprise Linux Server release 6.5 (Santiago)





詳細なドライブおよびメディアのステータスの表示

このコマンドを発行して、詳細なドライブおよびメディアのステータス詳細を表示します。


コマンド

# tapeinfo -f /dev/sg2


サンプル出力


Product Type: Tape Drive
        Vendor ID: 'HP      '
        Product ID: 'Ultrium 5-SCSI  '
        Revision: 'I59S'
        Attached Changer: No
        SerialNumber: 'HU19477N8F'
        MinBlock:1
        MaxBlock:16777215
        SCSI ID: 0
        SCSI LUN: 0
        Ready: yes
        BufferedMode: yes
        Medium Type: Not Loaded
        Density Code: 0x58
        BlockSize: 0
        DataCompEnabled: yes
        DataCompCapable: yes
        DataDeCompEnabled: yes
        CompType: 0x1
        DeCompType: 0x1
        BOP: yes
        Block Position: 0
    #





マウントされたファイルシステムの表示

このコマンドを発行して、ファイルシステムの情報、使用領域、および空き領域を表示します。


コマンド

# df


サンプル出力


Filesystem           1K-blocks      Used Available Use% Mounted on
/dev/mapper/VolGroup00-LogVol00
                     525579536  18681380 479769532   4% /
/dev/sda1               988088     29736    907348   4% /boot
tmpfs                 12265656         0  12265656   0% /dev/shm
/mnt/LTFS_LE/metadata
                     525579536  18681380 479769532   4% /LTFSLE
ltfs                 4383036416         0 4383036416   0% /mnt/LTFS_LE/objects/loss_576004000641
#





	
注記:

ltfs というラベルが付いたファイルシステムは、シリアル番号 576004000641 のドライブにマウントされています。








# mount
/dev/mapper/VolGroup00-LogVol00 on / type ext3 (rw)
proc on /proc type proc (rw)
sysfs on /sys type sysfs (rw)
devpts on /dev/pts type devpts (rw,gid=5,mode=620)
/dev/sda1 on /boot type ext3 (rw)
tmpfs on /dev/shm type tmpfs (rw)
none on /proc/sys/fs/binfmt_misc type binfmt_misc (rw)
sunrpc on /var/lib/nfs/rpc_pipefs type rpc_pipefs (rw)
/mnt/LTFS_LE/metadata on /LTFSLE type LTFS_LE (rw,dir=/mnt/LTFS_LE/metadata/,debug=1)
ltfs on /mnt/LTFS_LE/objects/loss_HU19477NE4 type fuse (rw,nosuid,nodev,default_permissions,allow_other)
ltfs on /mnt/LTFS_LE/objects/loss_576004000641 type fuse (rw,nosuid,nodev,default_permissions,allow_other)
#





開いたファイルのあるプロセスのリスト

このコマンドを発行して、ファイルシステムで現在ファイルを開いているプロセスを判断します。


コマンド

# lsof /mnt/LTFS_LE/objects/loss_576004000641


サンプル出力


COMMAND   PID USER   FD   TYPE DEVICE SIZE/OFF NODE NAME
vi      21155 root    3u   REG   0,23    12288    7 /mnt/LTFS_LE/objects/loss_576004000641/.mjg.swp
#






LTFS Open Edition (LTFS-OE) のバージョンの表示

このコマンドを発行して、現在実行中の LTFS-OE のバージョンを表示します。


コマンド

# ltfs -V


サンプル出力


LTFS version 2.0.0 (20130108_orcl)
LTFS Format Specification version 2.0.0
#
 
# rpm -q ltfs
ltfs-1.2.5_lto6-20130501_orcl_oels_5_5_t10kd
#





ドライブのユニットアテンションの原因の特定

ドライブでユニットアテンションが発生したときに、このコマンドを発行します。


コマンド

# sg_turs -v /dev/sg5


サンプル出力


        test unit ready cdb: 00 00 00 00 00 00
    test unit ready:  Fixed format, current;  Sense key: Unit Attention
     Additional sense: Import or export element accessed
    Completed 1 Test Unit Ready commands with 1 errors
# sg_logs --verbose /dev/sg5
        inquiry cdb: 12 00 00 00 24 00
       STK       SL150             0182
       log sense cdb: 4d 00 40 00 00 00 00 00 04 00
       log sense cdb: 4d 00 40 00 00 00 00 00 08 00
       log sense: requested 8 bytes but got 7 bytes
    Supported log pages:
       0x00        Supported log pages
       0x07        Last n error events
       0x2e        TapeAlert (smc-3)
#





追加のログ詳細の表示

すべてのバイトを取得するには、sg_logs コマンドに -H を追加します。


コマンド

# sg_logs --all /dev/sg5


サンプル出力


STK       T10000C           1.57
 
Supported log pages:
    0x00        Supported log pages
    0x02        Error counters (write)
    0x03        Error counters (read)
    0x06        Non-medium errors
    0x0c        Sequential access device (ssc-2)
    0x17        ??
    0x2e        TapeAlert (ssc-2)
    0x31        [unknown vendor specific page code]
    0x3b        [unknown vendor specific page code]
    0x3c        [unknown vendor specific page code]
 
Write error counter page
  Errors corrected without substantial delay = 0
  Errors corrected with possible delays = 0
  Total rewrites or rereads = 0
  Total errors corrected = 0
  Total times correction algorithm processed = 0
  Total bytes processed = 2929
  Total uncorrected errors = 0
 
Read error counter page
  Errors corrected without substantial delay = 0
  Errors corrected with possible delays = 0
  Total rewrites or rereads = 0
  Total errors corrected = 0
  Total times correction algorithm processed = 0
  Total bytes processed = 3875
  Total uncorrected errors = 0

Non-medium error page
  Non-medium error count = 0
 
Sequential access device page (ssc-3)
  Data bytes received with WRITE commands: 0 GB
 
  Data bytes written to media by WRITE commands: 0 GB
 
  Data bytes read from media by READ commands: 0 GB
 
  Data bytes transferred by READ commands: 0 GB
 
  Cleaning action not required (or completed)
 
  Vendor specific parameter [0x8000] value: 2257920
 
 
No ascii information for page = 0x17, here is hex:
 00     17 00 00 14 02 03 43 10  07 00 00 00 00 00 00 7a
 10     07 00 00 01 00 00 00 01

Tape alert page (ssc-3) [0x2e]
  Read warning: 0
  Write warning: 0
  Hard error: 0
  Media: 0
  Read failure: 0
  Write failure: 0
  Media life: 0
  Not data grade: 0
  Write protect: 0
  No removal: 0
  Cleaning media: 0
  Unsupported format: 0
  Recoverable mechanical cartridge failure: 0
  Unrecoverable mechanical cartridge failure: 0
  Memory chip in cartridge failure: 0
  Forced eject: 0
  Read only format: 0
Tape directory corrupted on load: 0
  Nearing media life: 0
  Cleaning required: 0
  Cleaning requested: 0
  Expired cleaning media: 0
  Invalid cleaning tape: 0
  Retension requested: 0
  Dual port interface error: 0
  Cooling fan failing: 0
  Power supply failure: 0
  Power consumption: 0
  Drive maintenance: 0
  Hardware A: 0
  Hardware B: 0
  Interface: 0
  Eject media: 0
  Microcode update fail: 0
  Drive humidity: 0
  Drive temperature: 0
  Drive voltage: 0
  Predictive failure: 0
  Diagnostics required: 0
  Obsolete (28h): 0
  Obsolete (29h): 0
  Obsolete (2Ah): 0
  Obsolete (2Bh): 0
  Obsolete (2Ch): 0
  Obsolete (2Dh): 0
  Obsolete (2Eh): 0
  Reserved (2Fh): 0
  Reserved (30h): 0
  Reserved (31h): 0
  Lost statistics: 0
  Tape directory invalid at unload: 0
  Tape system area write failure: 0
  Tape system area read failure: 0
  No start of data: 0
  Loading failure: 0
  Unrecoverable unload failure: 0
  Automation interface failure: 0
  Firmware failure: 0
  WORM medium - integrity check failed: 0
  WORM medium - overwrite attempted: 0
  Reserved parameter code 0x3d, flag: 0
  Reserved parameter code 0x3e, flag: 0
  Reserved parameter code 0x3f, flag: 0
  Reserved parameter code 0x40, flag: 0
 
No ascii information for page = 0x31, here is hex:
 00     31 00 00 20 00 01 c0 04  00 00 22 74 00 02 c0 04
 10     00 41 4f f5 00 03 c0 04  00 00 22 e7 00 04 c0 04
 20     00 41 4f f5
 
No ascii information for page = 0x3b, here is hex:
 00     3b 00 02 c8 01 00 74 04  00 00 00 00 01 01 74 04
 10     00 00 00 00 01 02 74 04  00 00 00 00 01 03 74 04
 20     00 00 00 00 01 04 74 04  00 00 00 00 01 05 74 04
 30     00 00 00 00 01 10 74 04  00 00 00 00 01 11 74 04
 .....  [truncated after 64 of 716 bytes (use '-H' to see the rest)]
 
No ascii information for page = 0x3c, here is hex:
 00     3c 00 0b e4 01 00 74 04  00 00 00 00 01 01 74 04
 10     00 00 00 00 01 02 74 04  00 00 00 00 01 03 74 04
 20     00 00 00 00 01 04 74 04  00 00 00 00 01 05 74 04
 30     00 00 00 00 01 06 74 04  00 00 00 00 01 07 74 04
 .....  [truncated after 64 of 3048 bytes (use '-H' to see the rest)]
#










12 リモート診断エージェント

LTFS-LE では、リモート診断エージェント (RDA) を使用して、アプリケーション、サーバー、テープドライブ、およびテープライブラリのログファイルを収集します。


概要

ログファイルの品質は、ハードウェアのメッセージングにある程度依存します。テープハードウェアからのログの場合、LTFS-LE はログファイル内の情報に関する診断を提供したり、モードセンスページをハードウェアに要求したりしません。LTFS-LE がドライブダンプを実行することもできません。その機能は、ドライブまたはライブラリを通じて直接実行される必要があります。エラー元に関係なく、LTFS-LE は同じ情報を複数回記録しないように試みます。また、LTFS-LE は外部ソース (ファイル、レジストリ、ディレクトリ、引数) からのすべての値を検証し、予想されるデータ範囲の外部にある値またはデータタイプの不一致を報告します。オンデマンド状態の取得は、CLI コマンドを通じて使用できますが、Oracle Enterprise Linux ですでに提供されている機能に依存します。





RDA のダウンロード

LTFS-LE 用の RDA ツールを取得するには、次の手順を実行します。

	
LTFSLE サーバーから、Firefox を開き、「My Oracle Support」ページにログインします。

https://support.oracle.com


	
「ナレッジ・ベースの検索」検索語句ボックスで、「remote diagnostic agent」と入力し、検索アイコンをクリックします。


図12-1 リモート診断エージェントのダウンロード

[image: 図12-1 の説明が続きます]






	
検索結果から、「リモート診断エージェント (RDA) – スタート・ガイド」のリンクを選択します。


	
「リモート診断エージェント (RDA) – スタート・ガイド」のページで、「ドキュメントの内容」セクションにある「RDA のダウンロード」リンクをクリックします。

RDA をインストールおよび実行する方法についてこのドキュメントとは異なる変更点については、「インストール手順」および「RDA の実行 – UNIX」リンクを参照してください。


	
ダウンロードページから、Linux x86 (64 ビット) のリンクをクリックします。


図12-2 Linux x86 (64 ビット) のダウンロード

[image: 図12-2 の説明が続きます]






	
パッチセットページから、Linux x86_64 が選択されたプラットフォームオプションであることを確認し、「ダウンロード」をクリックします。


	
Firefox のダウンロードダイアログボックスで、ファイルの保存を選択し、「OK」をクリックします。

デフォルトで、Firefox はデスクトップにファイルをダウンロードします。このファイルは LTFS-LE ソフトウェアをダウンロードした位置 (例: /downloads) に移動することをお勧めします。


# mv /root/Desktop/p16469241_431_Linux-x86-64.zip /downloads


	
ファイルをダウンロードして移動したら、RDA zip ファイルを抽出します。


# cd /downloads
unzip p16469241_431_Linux-x86-64.zip


	
ディレクトリを RDA ホームパスに変更します。


# cd /downloads/rda
# ls -l


	
RDA が適切にインストールされたことを検証します。


# ./rda.sh -cv


出力例:


--Output--

Loading the file list ...

Checking the directory [D_RDA] . ...

Checking the directory [D_RDA_CHK] APPS ...
.
No issues found
.


	
LTFS-LE 情報の収集用に RDA を構成します。


# ./rda.sh -vSCRP OS INST LTFS


プロンプトが表示されたら、次のように回答します。


Do you want RDA to collect StorageTek Linear Tape File System information (Y/N)? Hit "Return" to accept the default (Y)
> Y

Enter the Oracle WebLogic Server domain home to be used for data analysis (For example for UNIX, <BEA Home>/user_projects/domains/<Domain> or <Middleware Home>/user_projects/domains/<Domain>)> /var/opt/Oracle/Middleware/user_projects/domains/ltfsle_domain

Server list for 'ltfsle_domain' domain:1  AdminServerEnter your selection, as a comma-separated list of item numbers or ranges Hit "Return" to accept the default (1)> 1

Are custom scripts used to start Oracle WebLogic servers (Y/N)?Hit "Return" to accept the default (N)
> Y

Are these scripts located in the Domain home bin directory (Y/N)?Hit "Return" to accept the default (Y)
> YDo you want RDA to capture thread dumps when a data collection module requires on-line collections (Y/N)?
Hit "Return" to accept the default (Y)> Y


	
[DEFAULT] セクションの N_TAIL=1000 を N_TAIL=350000 に変更して、RDA ログに収集される行数を増やします。手順は次のとおりです。


# cp -p output.cfg output.cfg.ORIG
vi output.cfg


N_TAIL=1000 を探して N_TAIL=350000 に変更します。


	
LTFS-LE 情報を収集します。


# ./rda.sh -vSCRP OS INST LTFS











A アクセシビリティー設定

この付録では、LTFS-LE のアクセシビリティー設定、および LTFS-LE BUI を使用してこれらの設定を有効にする方法について説明します。


概要

LTFS-LE のブラウザユーザーインタフェース (BUI) は、弱視、失明、色覚異常、その他の視覚障害をお持ちのユーザー向けに次のアクセシビリティー設定を提供します。

	
スクリーンリーダーモード

このモードにすると、JAWS などのスクリーンリーダーでの使用に合わせて画面が最適化されます。また、すべての画面アクションをマウスの代わりにキーボードを使って実行できます。


	
高コントラストモード

LTFS-LE の画面が、ブラウザで提供される高コントラスト機能に対応します。最適な結果を得るため、次に説明する手順で大きいフォントモードを有効にすることもできます。


	
大きいフォントモード

LTFS-LE の画面が、ブラウザで提供される大きいフォントサイズおよびズーム機能に対応します。最適な結果を得るため、上で説明した手順で高コントラストモードを有効にすることもできます。

このモードは、ブラウザの大きいフォントまたはズーム機能とともに使用するように設計されています (詳細はブラウザのドキュメントを参照)。ブラウザでこれらの機能を使用していない場合は、このモードを無効にしてください。








アクセシビリティー設定の有効化

次の手順を実行して、LTFS-LE ユーザー名での現在と将来のログインセッションのアクセシビリティー設定をカスタマイズします。

	
LTFS-LE BUI メインツールバーから、「Preferences」をクリックして、「Accessibility」を選択します。

「Accessibility Settings」ダイアログが表示されます。


	
次のいずれかの設定を選択して、使用するアクセシビリティーモードを有効にします。

	
Screen Reader


	
High Contrast


	
Large Fonts


	
Do not show these options again

LTFS-LE BUI へのログイン時に「Accessibility Settings」ダイアログを自動的に表示しないことを指定するには、この設定を選択します。この手順を使用して、この設定をいつでも変更できます。





	
選択を確認して、「OK」をクリックします。

設定が適用され、この手順を使用して再度変更しなかぎり、将来のログインセッションでも引き続き有効です。











用語集


ACSLS

Oracle の StorageTek Automated Cartridge System Library Software です。このソフトウェアは、複数の StorageTek テープライブラリの内容を管理し、StorageTek テープドライブでカートリッジをマウントおよびマウント解除するようにライブラリハードウェアを制御します。

ACSLS は、リソースを論理ライブラリであるかのように LTFS-LE に割り当てます。次に、LTFS-LE は ACSLS に対してコマンドを発行して、今日のバックアップソフトウェアとほぼ同じ方法でファイルを読み書きします






API

Application Program Interface。オペレーティングシステムまたはライブラリが提供するソースコードインタフェースで、コンピュータプログラムによってソースコードインタフェースで構成されたサービス要求をサポートします。2 つ以上のソフトウェアアプリケーション間でのデータの交換を容易にし、ソフトウェアの機能を拡張します。





アプリケーションプログラミングインタフェース (API)

「API」を参照してください。





自動カートリッジシステムライブラリソフトウェア (ACSLS)

「ACSLS」を参照してください。





ブラウザベースのユーザーインタフェース (BUI)

「BUI」を参照してください。





BUI

ブラウザベースのユーザーインタフェースです。ユーザーが Microsoft Internet Explorer などのインターネットブラウザを使用してアクセスするグラフィックユーザーインタフェース (GUI) です。

LTFS-LE には、LTFS-LE システムを構成および管理するために使用される BUI が含まれています。





CIFS

コンピュータネットワーキングで、サーバーメッセージブロック (SMB) は Common Internet File System (CIFS) とも呼ばれ、アプリケーション層のネットワークプロトコルとして動作し、主にファイル、プリンタ、シリアルポートへの共有アクセスおよびネットワーク上のノード間のその他の通信を提供するために使用されます。また、認証されたプロセス間通信メカニズムも提供します。SMB の大半の使用法には Microsoft Windows を実行するコンピュータが関係します。その後に Active Directory が導入されるまでは「Microsoft Windows ネットワーク」として知られていました。対応する Windows サービスは、「サーバーサービス」(サーバーコンポーネント用) および「ワークステーションサービス」(クライアントコンポーネント用) です。






グローバル名前空間

Synthetic File System (Synthetic FS) とも呼ばれます。グローバル名前空間には、LTFS-LE 内のすべてのファイルの編成が保管されます。





Linear Tape File System, Library Edition (LTFS-LE)

LTFS-LEを参照してください。





LTO

Linear Tape Open (LTO) Ultrium テープドライブです。ミッドレンジのテープ自動化環境における高速データ転送、大容量、および省エネルギーを提供するため、厳密な規制要件を満たすことができます。





LTFS-LE

Oracle の Linear Tape File System Library Edition です。Linear Tape File System のライブラリ全体の実装です。LTFS-LE は、テープストレージのライブラリを単一マウントポイントとして機能させ、テープに格納されたデータに対する POSIX 対応ファイルシステムの直接アクセスを提供します。





Oracle Universal Installer (OUI)

「OUI」を参照してください。





OUI

Oracle Universal Installer。コンポーネントベースのインストールを実行する Java アプリケーションで、さまざまなレベルの統合されたバンドル、スイート、および Web ベースのインストールを可能にし、1 つのパッケージで複雑なロジックを使用することもできます。インストールエンジンは、すべての Java 対応プラットフォーム間で簡単に移植でき、プラットフォーム固有の問題はインストールプロセス全体からカプセル化できます。





Portable Operating System Interface (POSIX)

「POSIX」を参照してください。






POSIX

Portable Operating System Interface。オペレーティングシステム間の互換性を維持するために IEEE で指定された一連の規格です。POSIX は、各種の UNIX およびその他のオペレーティングシステムのソフトウェア互換を可能にするアプリケーションプログラミングインタフェース (API)、コマンド行シェル、およびユーティリティーインタフェースを定義します。





リモート診断エージェント (RDA)

「RDA」を参照してください。






RDA

リモート診断エージェント。Perl プログラミング言語で作成されるエンジンによって実行されるコマンド行診断ツールです。RDA では、サポート診断ツールおよび予防的解決方法の統合パッケージを提供します。Oracle サポートは、取得されたデータを使用して、顧客の環境を全体的に把握して、問題診断に役立てることができます。





自己記述型フォーマット

データの内容を判断するうえで特定のアプリケーションの必要性を排除する方法でデータが記述されるフォーマットです。LTFS-LE では、自己記述型であるオープンソース LTFS 2.2 仕様をサポートします。





シャドウ名前空間

グローバル名前空間のバックアップコピーで、LTFS-LE サーバーの LTFS-LE アプリケーション外部に格納されます。





SL150

Oracle の StorageTek SL150 モジュラーライブラリは、成長するビジネスにとって理想的な使いやすさとスケーラビリティーの組み合わせを提供します。メインフレームおよびオープンシステムを含む混在環境をサポートし、カートリッジスロットは 30 から 300 までとスケーラブルです。





SL3000

Oracle の StorageTek SL3000 モジュラーライブラリは、メディアの混在、論理および物理パーティション分割機能、高度な管理、および高可用性を提供します。メインフレームおよびオープンシステムを含む混在環境をサポートし、カートリッジスロットは 200 から 6,000 までとスケーラブルです。





SL8500

Oracle の StorageTek SL8500 モジュラーライブラリは、メディアの混在、論理および物理パーティション分割機能、高度な管理、高容量、および高可用性を提供します。メインフレームおよびオープンシステムを含む混在環境をサポートし、カートリッジスロットは標準の 1,450 から複雑な構成の 100,880 までとスケーラブルです。






SLC

StorageTek ライブラリコンソール。StorageTek SL8500、SL3000、および SL500 モジュラーライブラリシステムに付属している Oracle の StorageTek Library Console (SLC) ソフトウェアで、リモートのネットワークベースのオペレータパネルまたはオプションのローカルタッチスクリーンから StorageTek ライブラリを簡単にモニターおよび管理できます。LTFS-LE に関しては、主にライブラリの容量の管理および LTFS-LE に割り当てられたパーティションの構成に使用されます。





StorageTek ライブラリコンソール (SLC)

「SLC」を参照してください。





Synthetic File System

「グローバル名前空間」を参照してください。





T10000C

Oracle の StorageTek T10000 C 高速/大容量テープドライブで、最大 252M バイト/秒および 5T バイトをネイティブで実現し、データボリュームが増大し続けるデータセンターオペレーションに最適です。





T10000D

Oracle の StorageTek T10000D 高速/大容量テープドライブで、最大 252M バイト/秒および 8.5T バイトのネイティブ容量を実現し、データ保存要件が増大し続けるデータセンターオペレーションに最適です。
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